
三
七

　

は　

じ　

め　

に

　

北
宋
時
代
、
都
で
あ
る
開
封
の
官
僚
に
支
払
う
俸
給
米
や
、
禁
軍
等
に
支
払
う
軍
糧
米
を
調
達
す
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
東
南
六
路
（
両

浙
・
江
東
・
江
西
・
湖
北
・
湖
南
・
淮
南
路
）
か
ら
開
封
へ
、
両
税
秋
苗
米
（
現
実
に
は
秋
苗
米
の
不
足
を
補
う
和
糴
米
を
含
む
）
が
上

供
米
と
し
て
輸
送
さ
れ
て
い
た
。
上
供
米
の
額
は
景
徳
四
年
（
一
〇
〇
七
）
以
降
、
毎
年
計
六
百
万
石
が
定
額
と
さ
れ
た
。
南
宋
時
代
に

入
る
と
淮
南
路
が
上
供
の
対
象
か
ら
外
れ
、
上
供
米
の
定
額
が
減
額
さ
れ
た
。
ま
た
上
供
米
は
行
在
へ
輸
送
さ
れ
、
官
僚
・
禁
軍
等
に
対

す
る
俸
給
米
・
軍
糧
米
に
充
て
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
多
く
が
金
と
の
国
境
地
帯
（
江
北
の
淮
東
・
淮
西
・
湖
北
・
京
西
路
及
び
江

南
の
両
浙
・
江
東
・
江
西
・
湖
北
路
の
沿
江
部
）
に
駐
屯
し
、
国
境
を
防
衛
す
る
軍
隊
の
も
と
へ
も
輸
送
さ
れ
、
軍
糧
米
に
充
て
ら
れ

た
。

　

南
宋
時
代
に
お
け
る
上
供
米
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
島
居
一
康
氏
の
専
論
が
あ
り（

１
）、
上
供
米
を
構
成
す
る
秋
苗
米
・
和
糴
米
と
の
関

係
、
秋
苗
米
徴
収
額
中
に
お
け
る
上
供
と
留
州
と
の
関
係
等
に
対
し
て
検
討
を
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
国
境
地
帯
の
軍
隊
の
軍
糧
米
に
充
て

ら
れ
る
上
供
米
に
関
し
て
は
、
総
領
所
に
関
す
る
研
究
の
中
で
も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
、
上
供
米
の
額
・
発
送
地
・
輸
送
制
度
、
上

南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立

高　

橋　

弘　

臣
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供
米
の
備
蓄
、
軍
糧
米
の
兵
士
へ
の
支
給
制
度
等
に
つ
い
て
、
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る（
２
）。

こ
れ
ら
の
他
、
宋
代
の
財
政
全
般
を
通
観
し

た
研
究
や
、
南
宋
時
代
の
漕
運
を
検
討
し
た
論
考
に
お
い
て
も
、
上
供
米
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
る（

３
）。

　

も
っ
と
も
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
中
に
は
、
国
境
地
帯
の
軍
隊
の
も
と
へ
輸
送
さ
れ
る
上
供
米
と
、
臨
安
へ
輸
送
さ
れ
る
上
供
米
と
を

一
括
し
て
扱
い
、
明
確
に
区
別
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
区
別
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
臨
安
へ
輸
送
さ
れ
る
上
供
米
に
関
し
て

は
ほ
と
ん
ど
検
討
が
加
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
不
明
な
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
臨
安
が
建
前
上
は
行
在
な
が
ら
、
実
質
的
な
都
と
し
て

建
設
・
整
備
さ
れ
て
い
く
に
し
た
が
い
、
俸
給
米
・
軍
糧
米
を
支
払
わ
れ
る
官
僚
・
兵
士
等
の
数
も
増
え
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
供

給
源
で
あ
る
上
供
米
を
ど
の
よ
う
に
調
達
・
輸
送
す
る
か
は
、
南
宋
政
府
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
臨
安
へ
の
上
供

米
制
度
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
宋
の
上
供
米
制
度
も
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
を

検
討
す
る
こ
と
は
、
南
宋
の
臨
安
研
究
・
財
政
史
研
究
に
お
い
て
、
少
な
か
ら
ぬ
意
義
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。

　

本
稿
で
は
如
上
の
点
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
具
体
的
に
は

高
宗
が
臨
安
へ
移
住
す
る
以
前
の
上
供
米
制
度
の
混
乱
を
取
り
上
げ
、
次
い
で
紹
興
二
年
正
月
に
高
宗
が
臨
安
へ
移
住
し
た
後
、
紹
興
年

間
（
一
一
三
一
～
六
二
）
を
通
じ
て
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
く
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
両
浙
路（

４
）

か
ら
臨
安
へ
の
漕
運
制
度
の
整
備
、
臨
安
に
お
け
る
上
供
米
収
納
制
度
の
整
備
、
臨
安
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
額
確
定
の
経
緯
、
等
の
点
に

対
し
検
討
を
加
え
る
。
な
お
本
稿
で
は
『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
を
『
要
録
』、『
宋
会
要
輯
稿
』
を
『
宋
会
要
』
と
略
記
す
る
。

　

一　

南
宋
初
期
に
お
け
る
上
供
米
制
度
の
混
乱
と
高
宗
の
臨
安
移
住

　

冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、
北
宋
時
代
、
東
南
六
路
か
ら
都
の
開
封
へ
輸
送
さ
れ
る
上
供
米
は
、
景
徳
四
年
（
一
〇
〇
七
）
以
降
、
毎
年
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南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立

計
六
百
万
石
が
定
額
と
さ
れ
た
。
六
百
万
石
を
六
路
が
ど
の
よ
う
に
負
担
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
定
額
が
確
定

さ
れ
る
以
前
の
淳
化
四
年
（
九
九
三
）
の
上
供
額
六
百
二
十
万
石
に
関
し
て
は
、
内
訳
と
し
て
両
浙
路
・
淮
南
路
百
五
十
万
石
、
江
東
路

九
十
九
万
一
千
石
、
江
西
路
百
二
十
万
八
千
九
百
石
、
湖
南
路
六
十
五
万
石
、
湖
北
路
三
十
五
万
石
と
い
う
数
字
が
残
っ
て
い
る
。
定
額

六
百
万
石
の
各
路
の
負
担
も
、
恐
ら
く
こ
れ
と
大
差
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
南
宋
時
代
に
入
る
と
、
六
路
の
う
ち
淮
南
路
が
上
供

の
対
象
か
ら
外
れ
、
上
供
米
の
定
額
も
四
百
六
十
九
万
石
に
減
額
さ
れ
た
。
各
路
の
負
担
額
は
両
浙
路
百
五
十
万
石
、
江
東
路
九
十
三
万

石
、
江
西
路
百
二
十
六
万
石
、
湖
北
路
三
十
五
万
石
、
湖
南
路
六
十
五
万
石
で
あ
る（

５
）。

　

さ
て
南
宋
の
初
代
皇
帝
高
宗
は
、
建
炎
元
年
（
一
一
二
七
）
五
月
に
応
天
で
即
位
し
た
後
、
十
月
に
揚
州
へ
移
り
、
さ
ら
に
三
年
二
月

か
ら
は
金
軍
に
追
わ
れ
、
江
南
を
移
動
し
て
回
っ
た
。
そ
の
経
緯
は
杭
州
→
建
康
→
臨
安
（
杭
州
が
改
称
）
→
越
州
→
明
州
→
海
上
→
温

州
→
紹
興
府
（
越
州
が
改
称
）
で
あ
り
、
高
宗
が
滞
在
し
て
い
る
間
、
こ
れ
ら
の
都
市
は
一
時
的
に
行
在
と
な
っ
た（

６
）。

　

上
供
米
は
行
在
へ
送
ら
れ
る
建
前
に
な
っ
て
い
た
が
、
戦
乱
に
伴
う
生
産
の
低
下
、
税
籍
の
混
乱
や
そ
れ
に
乗
じ
た
有
力
者
の
脱
税
等

に
起
因
す
る
秋
苗
米
徴
収
額
の
減
少
、
上
供
米
の
不
足
を
補
填
す
る
和
糴
の
本
銭
（
資
金
）
不
足
等
に
加
え
、
上
供
米
を
調
達
・
発
送
す

る
地
方
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
混
乱
も
あ
り
、
各
路
や
府
州
軍
が
発
送
す
る
上
供
米
の
額
は
定
額
を
下
回
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
挙
例
す

る
な
ら
ば
、
孫
覿
の
『
鴻
慶
居
士
集
』
巻
三
四
「
宋
故
顕
謨
閣
学
士
左
大
中
大
夫
汪
公
墓
誌
銘
」
に

　
　

鎮
江
自
経
建
炎
之
乱
、
歳
輸
上
供
米
率
不
知
数
。

と
あ
り
、
浙
西
の
鎮
江
府
で
は
建
炎
年
間
（
一
一
二
七
～
三
〇
）
の
戦
乱
に
よ
り
、
発
送
す
る
上
供
米
の
額
が
「
数
を
知
ら
ず
」
と
い
う

状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
景
定
建
康
志
』
巻
二
五
「
官
守
志
二
・
制
置
司
」、
紹
興
元
年
（
一
一
三
一
）
九
月
二
十
六
日
条
所
載
の
詔
の

冒
頭
に
は
「
江
東
・
西
、
湖
南
路
の
上
供
銭
糧
、
久
し
く
措
置
を
失
す
」
と
あ
り
、
誇
張
さ
れ
た
表
現
で
あ
ろ
う
が
、
江
東
・
江
西
・
湖

南
路
で
は
銭
糧
の
上
供
措
置
が
取
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
の
指
摘
さ
え
な
さ
れ
て
い
る
。
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図１　南宋略図



四
一

南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立

　

さ
ら
に
以
下
の
原
因
に
よ
っ
て
、
行
在
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
の
額
は
一
層
減
少
し
た
。
そ
の
第
一
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
『
要
録
』

巻
七
、
建
炎
元
年
七
月
丙
申
条
に

　
　

詔
、
諸
路
米
綱
以
三
分
之
一
輸
行
在
、
其
余
悉
赴
京
師
。

と
あ
る
通
り
、
建
炎
元
年
七
月
以
降
、
上
供
米
の
三
分
の
一
が
行
在
へ
、
残
り
は
尽
く
京
師
（
こ
の
時
点
で
は
開
封
）
へ
輸
送
さ
れ
る
よ

う
定
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
開
封
で
は
同
年
六
月
に
宗
沢
が
東
京
留
守
と
な
り
、
開
封
の
防
衛
に
従
事
す
る
だ
け
で
な
く
、
華
北
の
奪

回
を
も
企
図
し
て
い
た
。
宗
沢
配
下
の
東
京
留
守
軍
は
農
民
の
蜂
起
軍
や
宋
軍
の
敗
残
兵
等
を
集
め
て
百
万
と
号
し
て
お
り
、
南
宋
建
国

当
時
、
抗
金
勢
力
の
主
力
で
あ
っ
た
。
上
供
米
は
主
と
し
て
東
京
留
守
軍
の
軍
糧
米
に
充
て
ら
れ
る
た
め
、
開
封
へ
送
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
開
封
へ
の
上
供
米
の
輸
送
は
、
宗
沢
を
継
い
だ
東
京
留
守
の
杜
充
が
開
封
を
放
棄
し
、
江
南
へ
撤
退
す
る
建
炎
三
年
三
月
頃
ま
で

続
い
た
で
あ
ろ
う（

７
）。

　

第
二
と
し
て
、
上
供
米
が
国
境
地
帯
に
駐
屯
す
る
軍
隊
の
軍
糧
米
に
充
当
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
稿
冒
頭
で
も
述
べ
た
通

り
、
金
と
の
国
境
地
帯
に
は
、
南
宋
時
代
の
初
め
よ
り
国
境
を
防
衛
す
る
軍
隊
が
駐
屯
し
て
お
り
（
御
前
軍
→
神
武
軍
→
行
営
護
軍
と
推

移
）、
そ
の
司
令
官
と
し
て
都
督
・
鎮
撫
使
・
宣
撫
使
・
制
置
使
・
宣
諭
使
・
招
討
使
・
安
撫
大
使
等
が
置
か
れ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
軍

隊
と
は
別
に
、
禁
軍
で
あ
る
三
衙
も
国
境
地
帯
へ
出
戍
し
た（

８
）。
上
供
米
の
中
に
は
臨
安
へ
送
ら
れ
ず
、
国
境
地
帯
に
留
め
ら
れ
た
り
送

ら
れ
た
り
し
て
、
こ
の
よ
う
な
軍
隊
の
軍
糧
米
に
充
て
ら
れ
る
も
の
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
具
体
例
を
挙
げ
る
と
、『
要
録
』
巻
三
三
、

建
炎
四
年
五
月
甲
子
条
に
、
鎮
撫
使（

９
）が

江
北
に
設
置
さ
れ
る
際
の
記
事
と
し
て
「
上
供
財
賦
は
権
に
三
年
を
免
ず
」
と
あ
る
。
こ
の
一
文

は
鎮
撫
使
の
管
内
か
ら
、
米
を
含
む
銭
物
の
上
供
は
三
年
間
免
除
し
、
そ
の
間
上
供
銭
物
は
鎮
撫
使
に
自
由
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
鎮
撫
使
の
裁
量
に
使
途
を
委
ね
ら
れ
た
上
供
銭
物
の
多
く
は
、
配
下
の
軍
隊
に
俸
給
銭
や
軍
糧
米
等
と
し
て

支
給
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。



四
二

　

ま
た
『
要
録
』
巻
三
七
、
建
炎
四
年
九
月
辛
丑
条
に

　
　

建
康
府
路
安
撫
大
使
兼
知
池
州
呂
頥
浩
請
兵
五
万
人
、
分
屯
建
康
等
処
…
…
詔
賜
樞
密
院
見
甲
千
副
、
本
路
上
供
経
制
銭
四
十
万
緡

　
　

・
米
二
十
万
斛
、
余
従
之
。

と
あ
る
。
建
康
府
路
（
江
東
路
）
安
撫
大
使
呂
頤
浩
が
兵
五
万
人
を
建
康
等
に
分
屯
さ
せ
る
こ
と
を
中
央
に
請
い
、
そ
の
結
果
、
費
用
と

し
て
江
東
路
の
上
供
銭
四
十
万
緡
・
上
供
米
二
十
万
斛
を
与
え
る
よ
う
詔
が
下
さ
れ
て
い
る
。
同
書
巻
三
八
、
建
炎
四
年
十
月
壬
午
条
に

は
　
　

遣
内
侍
李
肖
往
桂
陽
監
、
尋
訪
新
除
江
西
安
撫
大
使
朱
勝
非
之
任
、
賜
本
路
上
供
経
制
等
銭
三
十
万
緡
・
米
十
五
万
斛
・
銀
帛
五
千

　
　

匹
両
・
甲
五
百
副
・
度
牒
五
百
道
、
為
軍
中
之
費
。

と
あ
り
、
江
西
路
安
撫
大
使
に
軍
中
の
費
用
と
し
て
同
路
の
上
供
銭
三
十
万
緡
・
上
供
米
十
五
万
斛
等
を
賜
与
し
て
い
る
。
上
供
米
は
安

撫
大
使
配
下
の
軍
隊
の
軍
糧
米
に
充
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
も
付
言
す
れ
ば
、
上
記
の
原
因
に
加
え
て
、
戦
乱
に
伴
う
交
通
運
輸
の
障
害
・
途
絶
や
運
輸
組
織
・
制
度
の
混
乱
、
金
軍
・
群
盗

の
略
奪
等
に
よ
り
、
本
来
行
在
へ
送
ら
れ
る
べ
き
上
供
米
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
減
額
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
例
と
し
て

『
宋
会
要
』
食
貨
六
四
―
四
六
～
四
七
「
上
供
」、
紹
興
元
年
四
月
十
三
日
条
に

　
　

戸
部
侍
郎
孟
庾
言
、
江
南
東
西
路
合
起
発
行
在
額
斛
、
係
以
去
年
秋
税
計
置
起
発
。
已
承
十
一
月
四
日
朝
旨
、
将
二
分
折
起
価
銭

外
、
余
八
分
起
発
本
色
糧
米
、
縁
所
起
数
多
、
即
目
道
路
未
甚
通
快
、
深
慮
艱
於
一
併
般
運
。
又
民
間
見
闕
糧
斛
、
今
欲
将
逐
路
合

起
発
米
将
二
分
、
依
市
価
糶
売
、
将
売
到
銭
計
置
金
銀
起
発
、
余
六
分
本
色
依
旧
。
詔
依
。

と
あ
り
、
江
東
・
江
西
路
か
ら
行
在
（
当
時
は
紹
興
府（

（1
（

）
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
は
、
二
分
を
銭
に
折
し
、
八
分
が
本
色
と
さ
れ
て
い
た

が
、
道
路
状
況
が
良
好
で
は
な
く
、
輸
送
が
困
難
で
あ
っ
た
の
と
、
上
供
し
得
る
米
が
欠
乏
し
て
い
る
た
め
、
八
分
の
う
ち
、
さ
ら
に
二



四
三

南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立

分
は
軽
く
持
ち
運
び
に
便
利
な
金
銀
に
代
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
行
在
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
は
、
事
実
上
六
割
に
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
紹
興
二
年
正
月
、
高
宗
は
紹
興
府
か
ら
臨
安
へ
移
住
す
る
の
で
あ
り
、
以
後
紹
興
四
年
九
月
～
五
年
二
月
の

間
、
侵
攻
し
て
き
た
金
・
斉
連
合
軍
を
迎
え
撃
つ
た
め
平
江
府
へ
、
六
年
九
月
～
八
年
二
月
に
か
け
て
、
金
に
対
す
る
北
伐
を
指
揮
す
べ

く
建
康
府
へ
、
紹
興
三
十
一
年
十
二
月
～
三
十
二
年
二
月
に
わ
た
っ
て
、
金
と
の
戦
争
に
際
し
、
江
上
の
師
を
撫
す
る
と
の
名
目
で
建
康

へ
赴
い
た
の
を
除
き
、
臨
安
に
居
住
し
た
。
臨
安
は
名
目
上
は
行
在
で
あ
り
な
が
ら
、
特
に
紹
興
十
一
年
に
金
と
の
和
議
が
結
ば
れ
た

後
、
南
宋
の
事
実
上
の
都
と
し
て
建
設
・
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

高
宗
が
臨
安
へ
移
住
し
た
当
時
、
臨
安
へ
上
供
米
を
発
送
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
は
両
浙
・
江
東
・
江
西
・
湖
南
・
湖
北
の
五
路

で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
宋
会
要
』
食
貨
六
四
―
四
九
～
五
〇
「
上
供
」、
紹
興
三
年
八
月
四
日
条
に

　
　

戸
部
尚
書
黄
叔
敖
言
、
政
和
東
南
六
路
直
達
糧
綱
、
起
発
條
限
難
以
遵
守
、
即
今
車
駕
駐
蹕
臨
安
、
諸
路
歲
額
上
供
事
、
須
権
宜

別
立
季
限
。
今
乞
両
浙
路
分
両
限
拘
催
、
收
樁
数
足
、
上
限
今
年
十
二
月
終
、
次
限
次
年
二
月
終
。
江
南
東
西
・
荊
湖
南
北
並
分
三

限
、
第
一
限
本
年
終
起
発
、
第
二
限
次
年
二
月
終
、
第
三
限
五
月
終
。
如
違
限
樁
発
不
足
、
従
本
部
具
数
申
朝
廷
、
乞
賜
施
行
。
従

之
。

と
あ
り
、
高
宗
が
臨
安
へ
移
住
し
た
後
、
両
浙
・
江
東
・
江
西
・
湖
南
・
湖
北
の
五
路
か
ら
臨
安
へ
上
供
米
を
発
送
す
る
期
限
が
設
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
右
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
両
浙
路
か
ら
の
発
送
期
限
は
十
二
月
末
及
び
翌
年
二
月
末
、
他
の
路
か
ら
の
発

送
期
限
は
年
末
（
十
二
月
末
）・
翌
年
二
月
末
・
五
月
末
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
時
期
に
な
っ
て
も
、
各
路
が
発
送
す
る
上
供
米
の
額
は
、
定
額
を
下
回
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る（

（1
（

。
挙
例
す
る
な
ら
ば

『
要
録
』
巻
五
九
、
紹
興
二
年
十
月
庚
子
条
の
都
省
の
上
言
に
は
「
江
西
の
吉
・
筠
州
、
臨
江
軍
の
上
供
糧
斛
、
累
年
至
ら
ず
」
と
あ
り
、



四
四

江
西
路
で
は
吉
州
・
筠
州
・
臨
江
軍
か
ら
臨
安
へ
上
供
米
が
発
送
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
江
東
路
で
は
同
書
巻

一
〇
一
、
紹
興
六
年
五
月
甲
午
条
に
、
江
東
転
運
使
向
子
諲
の
言
と
し
て

　
　

本
路
上
供
、
歳
入
不
敷
、
綱
運
留
滯
。
乞
於
歳
終
比
較
一
路
州
軍
勤
惰
優
劣
各
一
両
所
、
保
挙
按
劾
以
聞
。
庶
幾
朞
月
之
間
、
事
可

見
功
、
民
不
告
病
。

と
あ
る
。
こ
の
史
料
の
前
半
部
分
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
江
東
路
か
ら
の
上
供
は
、
歳
入
の
不
足
〔
に
よ
っ
て
上
供
す
べ
き
銭
物
が
不

足
し
〕、
綱
運
（
上
供
銭
物
の
輸
送
）
が
滞
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
各
路
が
発
送
す
る
上
供
米
の
額
が
減
少

し
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
そ
の
中
か
ら
国
境
地
帯
の
軍
糧
米
に
充
当
さ
れ
る
分
が
差
し
引
か
れ
た
た
め
、
実
際
に
行
在
で
あ
る
臨
安
へ

送
ら
れ
る
上
供
米
の
額
は
一
層
減
少
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
高
宗
が
臨
安
に
移
住
し
た
当
時
、
上
供
米
が
国
境
地
帯
の
軍
隊
の
軍
糧
米
に

充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
事
例
と
し
て
『
要
録
』
巻
五
四
、
紹
興
二
年
五
月
丙
戌
条
に

　
　

右
文
殿
修
撰
季
陵
応
詔
言
…
…
今
乗
輿
服
御
之
費
、
十
去
七
八
、百
官
有
司
之
費
、
十
去
五
六
。
至
此
而
無
益
於
国
者
、
軍
政
不
修
、

而
軍
太
冗
也
。
張
浚
一
軍
、
以
川
陝
贍
之
、
劉
光
世
一
軍
、
以
淮
浙
贍
之
、
李
綱
一
軍
、
以
湖
広
贍
之
。
上
供
之
物
、
得
至
司
農
・

太
府
者
無
幾
矣
。

と
あ
る
。
即
ち
張
浚
配
下
の
軍
隊
は
川
陝
地
方
、
劉
光
世
配
下
の
軍
隊
は
淮
浙
地
方
、
李
綱
配
下
の
軍
隊
は
湖
広
地
方
を
以
て
養
贍
す
る

た
め
、
臨
安
へ
送
ら
れ
る
上
供
銭
物
が
幾
ば
く
も
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
時
張
浚
は
宣
撫
処
置
使
と
し
て
川
陝
地
方
を
管
下
に
置

い
て
お
り
、
劉
光
世
は
浙
西
安
撫
大
使
・
淮
東
宣
撫
使
、
李
綱
は
湖
広
宣
撫
使
で
あ
っ
た（

（1
（

。
右
の
史
料
は
、
川
陝
・
湖
広
に
駐
屯
す
る
軍

隊
は
同
地
方
の
、
淮
東
に
屯
す
る
軍
隊
は
淮
浙
地
方
の
上
供
銭
物
を
用
い
て
維
持
す
る
た
め
、
臨
安
へ
輸
送
さ
れ
る
上
供
銭
物
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
上
供
銭
物
の
中
に
は
、
当
然
米
も
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
同
書
巻
五
一
、
紹
興
二
年
正
月
庚
申
条
に
は



四
五

南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立

　
　

詔
、
発
運
使
湯
東
野
往
建
康
、
收
簇
江
東
・
西
路
上
供
歳
額
米
斛
。

と
あ
り
、
江
東
・
江
西
路
の
上
供
米
が
建
康
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。
既
に
引
用
し
た
史
料
で
あ
る
が
、
同
書
巻
五
九
、
紹
興
二
年
十
月
庚

子
条
に
は

　
　

都
省
言
、
江
西
吉
・
筠
州
、
臨
江
軍
上
供
糧
斛
累
年
不
至
。
今
歳
豊
稔
、
乞
命
倉
部
員
外
郎
孫
逸
、
同
転
運
副
使
韓
球
催
理
三
十
万

斛
、
赴
鎮
江
府
交
納
。
從
之
。

と
あ
り
、
江
西
路
の
吉
州
・
筠
州
・
臨
江
軍
の
上
供
米
の
う
ち
、
三
十
万
石
を
鎮
江
府
に
送
納
さ
せ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
上
供
米
は
、

恐
ら
く
こ
の
後
臨
安
へ
輸
送
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
国
境
地
帯
に
駐
屯
す
る
軍
隊
の
軍
糧
米
に
充
て
ら
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
『
要
録
』
巻
六
二
、
紹
興
三
年
正
月
乙
丑
条
に
よ
れ
ば
、
両
浙
転
運
副
使
の
梁
汝
嘉
が
、
上
供
に
充
て
ら
れ
る
鎮
江
府
の
秋
苗

米
を
撥
し
、
劉
光
世
・
韓
世
忠
配
下
の
軍
に
軍
糧
米
と
し
て
支
給
す
る
よ
う
上
言
し
た
。
因
み
に
こ
の
時
劉
光
世
は
浙
西
安
撫
大
使
・
淮

東
宣
撫
使
、
韓
世
忠
は
江
東
・
江
西
路
宣
撫
使
で
あ
る（

（1
（

。
梁
汝
嘉
の
上
言
を
受
け
て
三
省
は
「
鎮
江
府
の
財
賦
の
う
ち
、
取
撥
し
て
軍
事

費
の
補
助
に
用
い
て
い
る
の
は
酒
税
だ
け
で
あ
り
、
上
供
さ
れ
る
秋
苗
米
は
留
め
〔
て
軍
糧
米
に
充
て
〕
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
い
、

そ
の
後
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

方
今
行
在
贍
養
内
外
官
兵
、
常
恐
糧
儲
不
足
。
若
不
体
認
急
闕
、
但
巧
以
名
色
占
破
、
如
此
雖
竭
一
路
糧
斛
、
亦
無
由
応
副
足
備
。

現
在
、
行
在
即
ち
臨
安
は
多
数
の
兵
士
を
養
贍
し
て
お
り
、
常
に
軍
糧
米
の
不
足
を
恐
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
も
し
緊
急
の
事
態
と
認

め
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
名
目
を
つ
け
て
は
上
供
米
を
留
め
、〔
駐
屯
す
る
軍
に
軍
糧
米
と
し
て
〕
支
給
し
て
い
れ

ば
、〔
両
浙
〕
一
路
の
米
を
尽
く
し
て
も
〔
臨
安
の
軍
糧
米
は
支
給
す
る
の
に
〕
足
り
な
く
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
三
省
が
如
上
の

意
見
を
具
申
し
た
結
果
、
こ
の
史
料
の
後
文
に
は
、
韓
世
忠
に
の
み
〔
上
供
に
充
て
る
秋
苗
米
を
〕
支
給
す
る
よ
う
転
運
司
に
詔
が
下
さ

れ
た
と
見
え
て
い
る
。



四
六

　

二　

臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
整
備

　

１　

両
浙
路
か
ら
臨
安
へ
の
漕
運
制
度
の
整
備

　

以
上
に
述
べ
た
如
く
、
高
宗
が
臨
安
へ
移
住
し
た
当
時
、
両
浙
・
江
東
・
江
西
・
湖
南
・
湖
北
路
の
五
路
か
ら
上
供
米
を
臨
安
へ
送
る

よ
う
定
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
路
の
上
供
米
は
定
額
を
下
回
り
、
ま
た
そ
の
中
に
は
臨
安
へ
送
ら
れ
ず
、
国
境
地

帯
の
軍
隊
の
軍
糧
米
に
充
て
ら
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
注
目
さ
れ
る
の
は
、
五
路
の
う
ち
、
両
浙
路
の

上
供
米
を
臨
安
へ
送
る
一
方
、
江
東
路
の
上
供
米
を
淮
東
路
の
、
江
西
路
の
上
供
米
を
淮
西
路
の
、
湖
北
路
・
湖
南
路
の
上
供
米
を
湖

北
・
京
西
路
の
軍
糧
米
に
充
て
る
と
い
う
、
上
供
米
の
調
達
・
輸
送
の
地
域
割
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
資
政
殿
大
学
士
・
知
福
州
張
守
が
紹
興
五
年
（
一
一
三
五
）
頃
に
提
出
し
た
と
見
ら
れ
る
「
応
詔
論
事
劄
子（

（1
（

」

（
張
守
『
毘
陵
集
』
巻
五
所
収
）
の
中
に

　
　

何
謂
措
置
軍
食
。
諸
軍
既
已
分
屯
諸
路
、
則
所
患
者
銭
穀
也
。
然
所
費
多
寡
、
在
彼
猶
在
此
爾
、
則
所
患
者
転
輸
也
。
然
祖
宗
以

来
、
每
歳
上
供
六
百
余
万
戸
（
石
の
誤
り
）、
悉
出
於
東
南
而
転
輸
、
未
嘗
以
為
患
也
。
今
宜
以
両
浙
之
粟
専
供
行
在
、
而
江
東
之

粟
以
餉
淮
東
、
江
西
之
粟
以
餉
淮
西
、
荊
湖
之
粟
以
餉
鄂
・
岳
・
荊
南
、
量
所
用
之
数
、
責
漕
臣
輸
将
（
将
輸
の
誤
り
）。

と
あ
り
、
両
浙
の
上
供
米
を
行
在
へ
送
る
と
と
も
に
、
江
東
の
上
供
米
を
淮
東
の
、
江
西
の
上
供
米
を
淮
西
の
、
荊
湖
（
湖
北
・
湖
南

路
）
の
上
供
米
を
岳
・
鄂
・
荊
南
（
京
西
・
湖
北
路
）
の
軍
糧
米
に
充
て
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
観
文
殿
大
学
士
李

綱
が
、
同
じ
く
紹
興
五
年
頃
に
提
出
し
た
と
思
わ
れ
る
「
奉
詔
條
具
辺
防
利
害
奏
狀（

（1
（

」（
李
綱
『
梁
谿
集
』
巻
七
八
所
収
）
に

　
　

至
於
守
備
之
宜
、
則
当
料
理
淮
南
・
荊
襄
以
為
藩
籬
。
夫
淮
南
・
荊
襄
者
、
東
南
之
屏
蔽
也
。
六
朝
之
所
以
能
保
有
江
左
者
、
以

強
兵
巨
鎮
尽
在
淮
南
・
荊
襄
間
。
…
…
今
朝
廷
欲
為
守
備
、
則
当
於
淮
南
東
・
西
及
荊
襄
置
三
大
帥
、
屯
重
兵
以
臨
之
。
東
路
以
揚



四
七

南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立

州
、
西
路
以
廬
州
、
荊
襄
以
襄
陽
為
帥
府
、
分
遣
偏
師
、
進
守
支
郡
、
卜
築
城
壘
。
如
開
新
辺
、
其
初
朝
廷
応
付
銭
糧
、
謂
如
淮
東

則
以
江
東
路
財
用
給
之
、
淮
西
則
以
江
西
路
財
用
給
之
、
荊
襄
則
以
湖
南
北
路
財
用
給
之
。

と
あ
る
。
こ
の
奏
状
の
中
で
、
李
綱
は
江
北
の
淮
東
・
淮
西
・
荊
襄
に
藩
帥
（
三
大
帥
）
を
設
置
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
設
置

当
初
に
給
付
す
べ
き
銭
糧
は
、
淮
東
路
の
藩
帥
に
は
江
東
路
の
、
淮
西
路
の
藩
帥
に
は
江
西
路
の
、
京
西
・
湖
北
路
の
藩
帥
に
は
湖
北
・

湖
南
路
の
財
用
か
ら
各
々
支
出
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
藩
帥
に
支
給
す
べ
き
銭
糧
の
中
に
は
上
供
米
も
含
ま
れ
て
い
た

筈
で
あ
り
、
然
り
と
す
れ
ば
こ
こ
に
も
上
供
米
の
調
達
・
輸
送
に
関
す
る
地
域
割
り
の
考
え
方
が
看
取
さ
れ
、
興
味
深
い
。
こ
の
よ
う
な

上
供
米
を
含
め
た
上
供
銭
物
の
地
域
割
り
に
よ
る
調
達
・
輸
送
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
き
、
い
わ
ゆ
る
総
領
所
体
制
が
成
立
す
る
の

で
あ
る（

（1
（

。

　

両
浙
路
か
ら
臨
安
へ
上
供
米
が
輸
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
高
宗
の
臨
安
在
住
が
長
期
化
し
、
上
供
米
の
確
保
が
不
可
欠
と
な

る
状
況
下
で
、
両
浙
路
は
臨
安
と
距
離
的
に
近
く
、
中
で
も
浙
西
は
農
田
の
面
積
が
他
路
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
広
く
、
豊
作
と
な
れ
ば
大

量
の
米
を
収
穫
で
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
北
宋
の
元
祐
四
年
～
六
年
（
一
〇
八
九
～
九
一
）
に
か
け
て
知
杭
州
を
つ
と
め
た
蘇
軾（

（1
（

の
『
蘇

文
忠
公
全
集
』
巻
五
六
「
論
葉
温
叟
分
擘
度
牒
不
公
狀
」
に

　
　

又
縁
杭
州
自
来
土
産
米
穀
不
多
、
全
仰
蘇
・
湖
・
常
・
秀
等
州
般
運
斛

接
済
。
若
数
州
不
熟
、
即
杭
州
雖
十
分
豊
稔
、
亦
不
免
為

饑
年
。

と
あ
る
が
如
く
、
当
時
か
ら
杭
州
の
食
糧
は
浙
西
の
蘇
州
（
平
江
府
）・
湖
州
・
常
州
・
秀
州
（
嘉
興
府
）
等
か
ら
運
ば
れ
る
米
に
強
く

依
存
し
て
い
た
。
南
宋
政
府
は
こ
う
し
た
過
去
の
実
例
を
も
踏
ま
え
、
浙
西
を
中
心
と
す
る
両
浙
路
で
生
産
さ
れ
る
米
を
、
専
ら
臨
安
へ

上
供
す
る
こ
と
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
両
浙
路
か
ら
臨
安
へ
上
供
米
を
輸
送
す
る
手
段
は
、
大
運
河
（
上
塘
河
）
や
下
塘
河
・
浙
東
運

河
等
を
用
い
た
漕
運
で
あ
る
。
両
浙
路
か
ら
臨
安
へ
実
際
に
上
供
米
が
輸
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
運
河
に
よ
る
上



四
八

供
米
の
漕
運
制
度
が
、
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
～
六
二
）
を
通
じ
て
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
事
実
か
ら
窺
知
さ
れ
る
。

　

両
浙
路
か
ら
臨
安
へ
の
上
供
米
の
漕
運
制
度
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
第
一
の
点
は
、
上
供
米
の
漕
運
監
督
者
（
押
綱
官
・
管
押
人

等
）
に
対
す
る
犒
賞
・
減
磨
勘
の
規
定
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。『
宋
会
要
』
食
貨
四
七
―
一
八
「
水
運
」、
紹
興
四
年
七
月
二
十
七

日
条
に

　
　

詔
、
使
臣
・
校
尉
押
発
糧
斛
等
到
行
在
交
納
、
無
違
程
・
抛
失
・
少
欠
、
或
少
欠
不
礙
不
分
釐
、
若
納
足
、
不
願
支
給
犒
設
銭
、
依

立
定
。
平
江
府
・
湖
州
二
万
五
千
碩
、
秀
州
三
万
碩
、
减
磨
勘
一
年
。

と
あ
り
、
浙
西
か
ら
上
供
米
を
漕
運
す
る
使
臣
等
で
、
輸
送
に
欠
損
・
遅
延
が
な
く
、
あ
っ
て
も
ご
く
僅
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

犒
賞
を
望
ま
な
い
者
に
対
し
て
は
減
磨
勘
一
年
と
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
平
江
府
・
湖
州
か
ら
二
万
五
千
石
、
秀
州
か
ら
三
万
石
を
欠

損
・
遅
延
な
く
輸
送
し
た
者
に
対
し
、
減
磨
勘
の
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。
紹
興
五
年
三
月
に
な
る
と
、
両
浙
転
運
副
使
呉
革
に
よ
っ

て
、
浙
東
か
ら
臨
安
へ
の
上
供
に
関
わ
る
使
臣
等
に
対
す
る
減
磨
勘
の
規
定
も
つ
く
ら
れ
た
。
即
ち
衢
・
婺
・
明
州
か
ら
一
万
石
、
紹
興

府
・
厳
州
か
ら
は
一
万
五
千
石
を
欠
損
・
遅
延
な
く
、
欠
損
が
あ
っ
て
も
ご
く
僅
か
な
額
で
臨
安
へ
輸
送
し
、
犒
賞
を
望
ま
な
い
者
に
対

し
て
は
減
磨
勘
一
年
と
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

上
供
米
の
漕
運
制
度
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
第
二
の
点
は
、
綱
船
（
上
供
銭
物
を
輸
送
す
る
船
）
の
調
達
方
法
が
改
め
ら
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
北
宋
の
熙
寧
年
間
（
一
〇
六
八
～
七
七
）
以
降
、
上
供
銭
物
の
漕
運
は
民
運
の
趨
勢
が
強
ま
り
、
民
間
の
船
戸
（
漕
運
業
者

の
他
に
客
商
で
船
を
持
つ
者
も
指
す
）
等
の
輸
送
船
（
民
船
・
客
船
・
商
船
等
と
称
さ
れ
る
）
を
雇
用
し
、
綱
船
と
し
て
用
い
る
こ
と
が

広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
南
宋
時
代
に
入
っ
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
民
間
か
ら
綱
船
を
雇
用
す
る
場
合
、
和
雇

の
形
態
が
取
ら
れ
、
雇
用
費
と
し
て
水
脚
銭
が
政
府
か
ら
船
戸
に
支
払
わ
れ
る
建
前
で
あ
っ
た（

（2
（

。
と
こ
ろ
が
現
実
に
は
水
脚
銭
が
支
払
わ

れ
ず
、
強
制
徴
発
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。『
要
録
』
巻
九
五
、
紹
興
五
年
十
一
月
乙
未
条
に
両
浙
都
転
運
使
李
迨
の
上



四
九

南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立

奏
と
し
て

　
　

祖
宗
以
来
、
宅
都
大
梁
、
歳
漕
東
南
六
百
余
万
斛
、
而
六
路
之
民
、
莫
知
運
動
之
方
、
且
無
飛
輓
之
擾
、
蓋
所
運
者
舟
、
所
役
者
兵

卒
故
也
。
今
者
駐
蹕
浙
右
、
大
兵
乗
江
、
諸
路
漕
運
、
地
里
不
若
中
都
之
遠
、
而
公
私
苦
之
何
也
。
蓋
以
所
用
舟
船
、
大
半
取
辦
於

民
間
、
往
往
鑿
船
沈
江
、
以
避
其
役
。
至
於
抱
認
折
欠
、
監
錮
填
納
、
為
患
非
一
、
此
衆
所
共
知
也
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
両
浙
路
の
状
況
と
思
わ
れ
る
が
、
民
間
の
船
を
綱
船
と
し
て
用
い
る
場
合
、
大
半
は
強
制
徴
発
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
徴

発
さ
れ
た
船
で
上
供
米
を
輸
送
す
る
際
に
、
欠
損
が
生
じ
れ
ば
船
主
が
監
禁
さ
れ
、
弁
償
さ
せ
ら
れ
る
た
め
、
徴
発
を
逃
れ
よ
う
と
し
て

船
を
沈
没
さ
せ
る
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
船
戸
に
水
脚
銭
が
支
払
わ
れ
る
場
合
に
も
、
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
。『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
―
二
一
「
宋
漕
運
」、
紹
興
五

年
十
一
月
二
十
五
日
条
に
、
権
戸
部
侍
郎
張
志
遠
等
の
上
言
と
し
て

　
　

諸
州
県
起
発
行
在
斛
斗
綱
運
、
和
雇
舟
船
裝
載
、
依
所
降
指
揮
、
将
合
支
雇
船
水
脚
銭
以
十
分
為
率
、
先
支
七
分
付
船
戸
掌
管
、
若

有
欠
折
、
并
令
船
戸
管
認
、
余
三
分
樁
留
在
元
裝
州
県
、
准
備
糴
填
。

と
あ
り
、
諸
州
県
か
ら
臨
安
へ
上
供
米
を
輸
送
す
る
た
め
、
船
戸
か
ら
客
船
を
雇
用
す
る
際
、
船
戸
に
支
給
す
る
水
脚
銭
は
先
に
七
分
を

支
給
し
、
三
分
は
上
供
米
を
積
み
込
ん
だ
州
県
に
〔
補
償
金
と
し
て
〕
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
き
、
上
供
米
に
欠
損
が
出
た
場
合
、
船
戸
に
こ

の
三
分
の
中
か
ら
補
填
さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
右
の
史
料
の
続
き
に
よ
れ
ば
、
両
浙
路
の
州
県
で
は
補
償
金
の
三
分
を

ス
ト
ッ
ク
し
て
お
か
ず
、
他
の
使
途
に
流
用
し
て
し
ま
う
た
め
、
船
戸
は
欠
損
を
出
さ
な
か
っ
た
に
も
か
か
ら
わ
ず
、
差
し
引
か
れ
た
三

分
を
支
給
さ
れ
な
い
。
そ
れ
故
船
戸
は
官
物
（
上
供
米
）
を
盗
用
し
て
未
払
い
分
を
埋
め
合
わ
せ
て
お
り
、
ま
た
船
戸
の
訴
訟
が
絶
え
な

か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
こ
で
こ
う
し
た
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、『
宋
会
要
』
食
貨
五
〇
―
一
二
「
船
」、
紹
興
二
年
四
月
十
八
日
条
に



五
〇

　
　

詔
、
浙
西
起
発
上
供
糴
買
銭
米
及
起
発
安
撫
大
使
司
贍
軍
銭
糧
船
戸
、
令
転
運
司
依
実
値
和
雇
、
即
不
得
輒
便
差
科
、
如
違
、
許
人

戸
徑
赴
尚
書
省
越
訢
。

と
あ
り
、
浙
西
か
ら
上
供
米
を
運
ぶ
綱
船
に
船
戸
の
船
を
用
い
る
場
合
に
は
転
運
司
を
し
て
和
雇
さ
せ
、
み
だ
り
に
徴
発
を
行
わ
な
い
よ

う
詔
が
発
せ
ら
れ
た
。
水
脚
銭
の
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
は
、
右
に
引
用
し
た
『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
―
二
一
「
宋
漕
運
」、
紹
興
五
年

十
一
月
二
十
五
日
条
所
載
の
、
権
戸
部
侍
郎
張
志
遠
等
の
上
言
の
続
き
に
よ
れ
ば
、
両
浙
転
運
司
に
命
を
下
し
、
今
後
管
下
の
州
県
が
客

船
を
雇
用
し
て
臨
安
へ
米
等
を
輸
送
す
る
際
に
は
、
積
み
込
む
場
所
で
水
脚
銭
を
全
額
船
戸
に
給
付
す
る
、
上
供
米
に
欠
損
が
あ
れ
ば
船

戸
だ
け
で
な
く
押
綱
官
も
補
填
し
、
そ
れ
で
も
不
足
が
あ
れ
ば
司
農
寺
・
両
浙
転
運
司
に
命
じ
て
補
填
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　

さ
ら
に
客
船
の
和
雇
に
要
す
る
水
脚
銭
の
額
も
膨
大
な
の
で
、
客
船
を
購
入
（
和
買
）
し
た
方
が
良
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た（

（2
（

。
そ
こ

で
両
浙
転
運
副
使
呉
革
は
紹
興
五
年
三
月
、
両
浙
路
で
船
戸
か
ら
客
船
を
綱
船
と
し
て
購
入
す
る
際
の
規
定
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
内

容
は
『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
―
二
〇
「
宋
漕
運
」、
紹
興
五
年
三
月
十
五
日
条
に

　
　

本
司
契
勘
、
本
路
除
温
・
台
・
処
州
不
通
水
路
、
及
臨
安
・
鎮
江
府
不
係
接
目
般
運
去
処
外
、
其
余
州
府
毎
歳
起
発
上
供
米
斛
・
銭

帛
・
馬
料
、
欲
依
陳
与
義
申
請
、
令
逐
州
和
買
堪
好
客
船
、
以
三
十
隻
為
一
綱
。
内
秀
・
常
・
湖
州
、
江
陰
軍
・
平
江
府
係
平
河
行

運
、
衢
・
婺
・
厳
州
係
自
溪
入
江
、
明
州
・
紹
興
府
運
河
車
堰
渡
江
、
各
買
二
百
料
・
止
三
百
料
船
、
専
一
往
来
般
運
。
本
州
合
発

行
在
銭
斛
、
官
司
不
許
拘
截
及
充
他
用
、
雖
奉
特
旨
、
許
本
司
及
諸
州
執
奏
不
遣
。
如
違
、
以
違
制
科
罪
。
所
有
合
用
価
銭
、
乞
特

許
借
支
不
以
諸
司
窠
名
銭
応
副
、
責
令
逐
州
收
簇
合
充
雇
船
水
脚
、
分
限
一
年
撥
還
取
足
。

と
あ
る
。
温
州
・
台
州
・
処
州
、
臨
安
府
・
鎮
江
府
を
除
く
両
浙
の
府
州
軍
が
毎
年
上
供
銭
物
を
起
発
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
各
州
に
好

適
な
客
船
を
和
買
さ
せ
、〔
船
の
積
載
量
は
一
隻
〕
二
百
～
三
百
料
、
三
十
隻
を
一
綱
と
定
め
、
臨
安
へ
上
供
銭
物
の
み
を
輸
送
す
る
、

官
司
が
〔
上
供
銭
物
を
〕
留
め
置
い
た
り
流
用
し
た
り
す
る
こ
と
は
許
可
し
な
い
、
州
県
が
客
船
を
購
入
す
る
際
の
経
費
は
借
り
入
れ
を



五
一

南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立

許
し
、
水
脚
銭
に
充
て
る
た
め
調
達
し
た
経
費
を
以
て
一
年
以
内
に
返
還
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
長
文
の
た
め
引
用
は
避
け
る

が
、
こ
の
記
事
の
後
文
に
よ
れ
ば
、
呉
革
は
漕
運
に
従
事
す
る
使
臣
・
梢
工
（
操
舵
手
）
等
の
選
抜
方
法
、
彼
ら
に
対
す
る
給
与
の
支
払

い
制
度
の
整
備
、
客
船
を
購
入
す
る
際
に
、
船
戸
と
胥
吏
が
結
託
し
て
不
正
を
は
た
ら
く
の
を
防
ぐ
た
め
の
方
策
等
に
つ
い
て
上
言
し
て

い
る（

（2
（

。　

　

上
供
米
漕
運
制
度
の
整
備
を
表
す
第
三
の
点
は
、
臨
安
へ
の
上
供
米
漕
運
期
日
等
の
確
定
で
あ
る
。
即
ち
紹
興
十
二
年
七
月
に
な
る

と
、
上
供
米
の
漕
運
に
遅
延
の
出
な
い
よ
う
、
浙
西
の
各
地
か
ら
臨
安
ま
で
の
距
離
と
、
上
供
米
の
輸
送
に
要
す
る
日
数
が
確
定
さ
れ

た
。『
宋
会
要
』
食
貨
四
八
―
一
「
水
運
」、
紹
興
十
二
年
七
月
八
日
条
に
戸
部
の
上
言
と
し
て

　
　

両
浙
転
運
司
所
発
行
在
米
斛
、
例
各
稽
遅
延
、
訪
聞
多
是
押
綱
使
臣
等
作
過
、
沿
路
住
滞
、
偸
盗
拌
和
、
多
致
失
陥
官
物
、
虛
有
費

耗
。
相
度
得
浙
西
秀
・
湖
・
常
州
・
平
江
府
・
江
陰
軍
地
理
遠
近
、
紐
計
在
路
合
破
日
分
者
。

と
あ
る
。
要
す
る
に
両
浙
転
運
司
が
臨
安
へ
上
供
米
を
送
る
際
に
遅
延
が
多
い
の
は
、
押
綱
の
使
臣
等
が
途
中
で
輸
送
を
滞
ら
せ
、
上
供

米
を
盗
ん
で
売
却
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
上
供
米
の
定
額
割
れ
、
経
費
の
無
駄
遣
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
浙
西
の
秀
・
湖
・

常
州
、
平
江
府
、
江
陰
軍
か
ら
臨
安
ま
で
の
距
離
を
調
べ
、
上
供
米
の
輸
送
に
要
す
る
日
数
を
確
定
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
原
文
は

省
略
す
る
が
、
こ
の
史
料
の
続
き
に
よ
れ
ば
、
日
数
を
守
る
よ
う
上
供
米
の
経
由
地
の
官
司
及
び
臨
安
の
司
農
寺
に
チ
ェ
ッ
ク
（
駆
磨
）

さ
せ
、
も
し
押
綱
官
が
定
め
ら
れ
た
輸
送
の
日
数
や
ル
ー
ト
に
従
わ
ず
、
遅
延
・
欠
損
を
生
じ
さ
せ
た
り
し
た
場
合
は
、
朝
廷
に
報
告
し

て
厳
し
く
指
揮
を
賜
い
、
処
罰
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
史
料
に
記
さ
れ
た
浙
西
各
地
か
ら
臨
安
ま
で
の
距
離
と
、
輸
送
に
要

す
る
所
定
の
日
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

秀
州
：
百
九
十
八
里　

四
日
二
時



五
二

　
　

平
江
府
：
三
百
六
十
里　

八
日

　
　

湖
州
：
三
百
七
十
八
里　

八
日
二
時　

　
　

常
州
：
五
百
二
十
八
里　

十
一
日
四
時

　
　

江
陰
軍
：
七
百
三
十
八
里　

十
六
日

　

後
述
す
る
如
く
、
上
供
米
の
具
体
的
な
発
送
地
・
送
付
先
及
び
発
送
地
毎
の
上
供
額
は
紹
興
三
十
年
に
確
定
す
る
が
、
そ
れ
を
見
る
と

臨
安
へ
の
上
供
米
の
発
送
地
と
し
て
、
両
浙
路
の
府
州
軍
の
他
に
、
江
東
路
の
建
康
府
・
太
平
州
・
宣
州
の
名
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
裏

付
け
と
な
る
史
料
は
検
索
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
紹
興
三
十
年
以
前
に
、
江
東
路
の
府
州
軍
か
ら
も
臨
安
へ
上
供
米
が
送
ら
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
紹
興
三
十
年
以
前
に
、
江
西
路
か
ら
上
供
米
が
臨
安
へ
送
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
も
検
索
さ
れ
る（

（2
（

。

　

な
お
両
浙
路
か
ら
臨
安
へ
の
上
供
米
の
漕
運
制
度
が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
江
東
・
江
西
・
湖
北
・
湖
南
路
の
上
供
米
を
、
国
境
地

帯
の
淮
東
・
淮
西
・
湖
北
・
京
西
路
（
実
際
に
は
江
南
の
両
浙
・
江
東
・
江
西
・
湖
北
路
の
沿
江
部
を
含
む
）
に
駐
屯
す
る
軍
隊
の
も
と

へ
輸
送
す
る
制
度
も
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
特
に
金
と
の
和
議
締
結
に
先
立
つ
紹
興
十
一
年
五
月
に
は
、
鎮
江
・
建
康
・
鄂
州
に
淮
東
・

淮
西
・
湖
広
総
領
所
が
設
置
さ
れ
、
転
運
司
・
州
県
官
を
管
下
に
置
き
つ
つ
、
上
供
米
の
調
達
・
輸
送
と
と
も
に
、
国
境
地
帯
に
駐
屯
す

る
軍
隊
へ
の
支
給
を
も
統
轄
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る（

（2
（

。

　

２　

臨
安
に
お
け
る
上
供
米
収
納
制
度
の
整
備

　

両
浙
路
か
ら
臨
安
へ
の
上
供
米
の
漕
運
制
度
が
整
備
さ
れ
る
の
と
並
行
し
て
、
臨
安
に
お
け
る
上
供
米
の
収
納
制
度
も
整
備
さ
れ
て

い
っ
た
。
北
宋
時
代
の
開
封
に
お
い
て
、
地
方
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
上
供
銭
物
の
受
け
入
れ
・
倉
庫
へ
の
収
納
・
保
管
等
を
管
轄
し
て
い



五
三

南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立

た
の
は
司
農
寺
で
あ
り
、
か
か
る
職
務
は
『
宋
史
』
巻
一
六
五
職
官
志
「
司
農
寺
」
に

　
　

諸
路
歳
運
至
京
師
、
遣
官
閲
其
名
色
、
而
分
納
于
倉
庾
、
藁
秸
則
帰
諸
場
、
歳
具
封
樁
・
月
具
見
存
之
数
奏
聞
。

と
見
え
て
い
る
。
司
農
寺
は
南
宋
時
代
に
入
る
と
、
建
炎
三
年
（
一
一
二
九
）
四
月
に
一
旦
廃
止
さ
れ
、
そ
の
業
務
は
倉
部
へ
移
管
さ
れ

た（
（2
（

。
紹
興
二
年
正
月
に
高
宗
が
臨
安
へ
移
住
し
、
臨
安
が
行
在
と
な
っ
た
後
も
、
上
供
米
の
受
け
入
れ
、
倉
庫
（
省
倉
）
へ
の
収
納
を
担

当
し
て
い
た
の
は
倉
部
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
紹
興
三
年
十
月
に
司
農
寺
丞
が
復
置
さ
れ
、「
南
北
省
倉
・
草
料
〔
場
〕・
和
糴
場
、
司
農

寺
に
隷
す
」
と
あ
る
が
如
く
、
省
倉
を
管
轄
下
に
置
き
、
上
供
米
の
収
納
を
掌
る
こ
と
と
な
っ
た（

（2
（

。

　

司
農
寺
に
は
紹
興
四
年
五
月
、
卿
・
少
卿
が
置
か
れ
、
七
月
に
な
る
と
倉
部
に
移
管
さ
れ
て
い
た
業
務
が
正
式
に
も
ど
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
後
の
司
農
寺
に
つ
い
て
見
る
と
、
紹
興
十
年
十
月
に
は
主
簿
が
復
置
さ
れ
、
七
年
七
月
に
は
所
属
す
る
胥
吏
の
人
数
や
昇

進
の
規
定
等
も
定
め
ら
れ
て
お
り
、
組
織
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（2
（

。

　

ま
た
紹
興
三
年
十
一
月
に
は
司
農
寺
の
付
属
機
関
と
し
て
、
臨
安
に
排
岸
司
が
設
置
さ
れ
た（

（2
（

。
排
岸
司
は
『
宋
会
要
』
職
官
二
六
―

一
八
「
司
農
寺
」、
紹
興
三
年
十
二
月
九
日
条
に

　
　

綱
運
入
門
首
、
随
事
報
〔
司
農
〕
寺
丞
、
催
督
排
岸
司
、
日
下
看
步
拘
轄
卸
納
、
検
察
搜
空
、
覆
驗
湿
潤
、
估
剝
虧
欠
。

と
あ
る
通
り
、
運
ば
れ
て
き
た
上
供
米
の
荷
下
ろ
し
を
管
轄
し
た
他
、
上
供
米
の
欠
損
や
品
質
の
チ
ェ
ッ
ク
等
も
行
っ
た
。
ま
た
同
書
職

官
二
六
―
二
九
～
三
〇
「
排
岸
司
」、
紹
興
四
年
九
月
二
十
二
日
条
に

　
　

詔
、
今
後
綱
運
如
作
弊
供
申
、
虛
冒
不
実
、
用
情
盗
糶
博
易
、
以
他
物
或
入
水
拌
和
損
湿
、
及
納
外
少
欠
糴
填
、
限
外
有
礙
所
立
分

釐
、
令
排
岸
司
並
将
犯
人
并
押
綱
申
解
大
理
寺
根
究
、
依
法
施
行
。

と
あ
る
如
く
、
臨
安
へ
輸
送
さ
れ
て
き
た
上
供
米
が
盗
み
出
さ
れ
て
売
却
さ
れ
た
り
、
異
物
・
水
等
の
混
入
が
あ
っ
た
り
、
欠
損
の
補
填

が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
排
岸
司
が
犯
人
を
大
理
寺
に
送
っ
て
取
り
調
べ
さ
せ
た
。

　

な
お
排
岸
司
は
独
自
の
獄
（
私
獄
）
を
持
ち
、
上
供
銭
物
を
欠
損
さ
せ
た
者
を
監
禁
し
て
い
た
。
獄
に
関
し
て
『
宋
会
要
』
職
官
二
六



五
四

―
二
九
～
三
〇
「
排
岸
司
」、
開
禧
三
年
（
一
二
〇
七
）
七
月
四
日
条
に
は

　
　

臣
僚
言
、
獄
者
人
命
所
繫
、
不
可
以
私
置
也
。
今
農
寺
之
排
岸
司
亦
有
獄
焉
。
大
率
皆
諸
州
県
之
欠
綱
運
而
不
納
者
、
亦
有
所
欠
甚

微
而
禁
至
数
月
者
、
且
州
県
之
嶽
、
飲
食
・
季
点
・
慮
囚
・
濯
蕩
・
医
薬
各
有
其
法
。
今
排
岸
司
無
獄
之
規
法
、
而
有
獄
之
桎
梏
。

况
尋
文
之
地
、
而
聚
百
人
之
衆
、
春
夏
之
交
、
人
気
薫
蒸
、
必
有
死
於
非
命
者
矣
。
乞
厳
禁
不
得
擅
私
獄
。
凡
有
綱
欠
至
多
、
将
合

干
人
照
條
施
行
、
仍
下
元
州
県
補
発
。
其
少
欠
者
、
与
責
保
立
限
監
納
。
如
更
抵
頑
、
則
寄
禁
於
赤
県
、
照
條
懲
戒
。
或
更
擅
置
私

獄
、
仰
農
寺
常
切
覚
察
以
聞
、
将
排
岸
官
吏
重
寘
典
憲
。
従
之
。

と
あ
る
。
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
排
岸
司
は
獄
の
設
置
を
許
可
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
獄
を
有
し
、
僅
か
で
も
上
供
米
を

欠
損
さ
せ
た
者
を
数
箇
月
間
も
監
禁
し
て
お
り
、
囚
人
に
対
す
る
待
遇
も
悪
く
、
中
に
は
命
を
落
と
す
者
の
出
る
こ
と
さ
え
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
私
獄
を
置
く
こ
と
を
厳
禁
し
、
上
供
米
に
欠
損
を
生
じ
さ
せ
た
者
は
補
填
さ
せ
、
頑
強
に
補
填
を
拒
む
悪
質
な
者
の

み
、
赤
県
（
銭
塘
・
仁
和
県
）
の
獄
に
収
監
し
て
懲
戒
す
る
、
ま
た
今
後
排
岸
司
が
私
獄
を
置
か
ぬ
よ
う
司
農
寺
に
常
時
監
視
・
報
告
さ

せ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
因
み
に
排
岸
司
は
こ
れ
以
前
に
も
、
私
獄
で
は
な
い
が
、
上
供
銭
物
を
欠
損
さ
せ
た
押
綱
官
・
梢
工
等
を
銭

塘
・
仁
和
県
の
獄
等
に
拘
禁
し
、
過
酷
な
扱
い
を
し
た
こ
と
が
問
題
化
し
て
い
る（

（2
（

。

　

臨
安
に
お
い
て
上
供
米
を
収
納
し
た
の
は
、
先
に
言
及
し
た
通
り
省
倉
で
あ
る
。
省
倉
は
本
来
上
供
米
や
、
地
方
官
の
俸
給
米
、
地
方

に
駐
屯
す
る
兵
士
の
軍
糧
米
等
を
貯
蔵
す
る
州
県
倉
で
あ
り
、
臨
安
（
杭
州
）
に
は
北
宋
時
代
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
た
。
紹
興
二
年
正
月

に
高
宗
が
紹
興
府
か
ら
臨
安
へ
移
住
し
て
以
後
、
俸
給
米
を
支
払
う
人
数
が
増
大
し
、
倉
庫
の
重
要
性
も
増
し
た
た
め
、
省
倉
の
管
理
制

度
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。
具
体
的
に
は
倉
庫
の
運
用
に
対
す
る
監
察
の
強
化
、
倉
庫
名
の
改
称
（
省
倉
の
う
ち
鎮
城
倉
が
行
在
省
倉
南

倉
、
仁
和
倉
が
行
在
省
倉
北
倉
と
改
称
さ
れ
た
）
の
他
、
諸
倉
か
ら
米
を
搬
出
・
支
給
す
る
手
続
き
、
倉
庫
の
貯
蔵
米
の
盗
難
者
を
捕
ら

え
た
者
に
対
す
る
報
賞
制
度
、
監
官
を
省
倉
で
行
わ
れ
る
和
糴
に
関
与
さ
せ
る
制
度
、
監
官
の
磨
勘
制
度
の
制
定
等
が
挙
げ
ら
れ
る（

（3
（

。



五
五

南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立

　

さ
ら
に
紹
興
十
一
年
六
月
に
は
、
南
倉
が
省
倉
上
界
、
北
倉
が
中
界
、
東
倉
が
下
界
と
改
称
さ
れ
、
各
々
が
収
蔵
す
る
米
の
種
類
と

支
給
の
対
象
が
決
定
さ
れ
た
。
省
倉
上
界
は
最
も
上
等
の
米
（
上
色
苗
米
）
を
収
蔵
し
、
宰
執
・
侍
従
・
管
軍
・
職
事
官
・
宗
室
や
省
・

台
・
寺
・
監
等
の
官
僚
に
俸
給
米
と
し
て
支
給
し
た
。
省
倉
中
界
は
次
に
上
等
な
米
（
次
色
苗
米
）
を
収
蔵
し
、
班
直
・
皇
城
親
事
官
・

輦
官
・
五
軍
等
に
俸
給
米
・
軍
糧
米
と
し
て
支
給
し
た
。
省
倉
下
界
は
最
も
下
等
な
糙
米
を
収
蔵
し
、
五
軍
・
三
衙
・
廂
軍
等
、
諸
司
庫

務
等
の
俸
給
米
・
軍
糧
米
を
支
給
し
た
。
ま
た
各
倉
庫
の
収
蔵
額
は
最
大
で
百
五
十
万
石
と
さ
れ
た
が
、
う
ち
中
界
・
下
界
は
こ
の
後
紹

興
十
八
年
九
月
に
拡
張
さ
れ
た
。
こ
れ
は
冬
か
ら
翌
年
の
春
に
か
け
て
、
凍
結
や
水
量
の
減
少
等
に
よ
り
、
臨
安
に
通
じ
る
運
河
の
航
行

が
困
難
と
な
り
、
上
供
米
の
輸
送
に
支
障
が
生
じ
る
事
態
に
備
え
、
米
の
備
蓄
量
を
増
や
す
た
め
に
取
ら
れ
た
措
置
で
あ
る（

（3
（

。

　

３　

上
供
米
額
の
推
移
と
臨
安
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
の
発
送
地
・
定
額
の
確
定

　

臨
安
に
は
ど
の
位
の
上
供
米
が
送
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
既
に
述
べ
た
如
く
、
南
宋
初
期
、
両
浙
・
江
東
・
江
西
・
湖

北
・
湖
南
の
五
路
か
ら
上
供
米
と
し
て
合
計
四
百
六
十
九
万
石
を
供
出
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
（
各
路
が
負
担
す
る
上
供
米
の
額
は
、

両
浙
路
百
五
十
万
石
、
江
東
路
九
十
三
万
石
、
江
西
路
百
二
十
六
万
石
、
湖
北
路
三
十
五
万
石
、
湖
南
路
六
十
五
万
石
）。
し
か
し
こ
れ

は
あ
く
ま
で
定
額
で
あ
り
、
現
実
の
上
供
米
の
合
計
額
は
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
点
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
後
述
す
る
通
り
紹
興
十
三
年
以
降
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
も
上
供
米
は
定
額
を
下
回
っ
て
お

り
、
ま
た
臨
安
で
は
上
供
米
だ
け
で
俸
給
米
・
軍
糧
米
の
支
出
を
充
足
で
き
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
不
足
を
補
填
す
る
た
め
、

高
宗
の
臨
安
移
住
直
後
か
ら
省
倉
で
和
糴
が
行
わ
れ
た（

（3
（

他
、
紹
興
八
年
四
月
に
は
戸
部
和
糴
場
が
臨
安
に
設
け
ら
れ
た
。
戸
部
和
糴
場
は

こ
の
後
具
体
的
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
平
江
府
に
も
設
け
ら
れ
、
臨
安
と
あ
わ
せ
て
年
間
六
十
万
石
の
米
を
和
糴
し
て
い
る（

（3
（

。

　

具
体
的
な
上
供
米
の
額
に
関
し
て
は
『
要
録
』
巻
一
四
九
、
紹
興
十
三
年
六
月
戊
子
条
に
倉
部
員
外
郎
王
循
友
の
上
言
と
し
て
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国
家
平
昔
漕
発
江
淮
荊
浙
六
路
之
粟
六
百
二
十
余
万
、
和
糴
之
数
又
在
其
外
。
而
近
歲
上
供
之
数
、
纔
二
百
八
十
余
万
、
除
淮
南
・

湖
北
凋
残
最
甚
、
蠲
放
之
外
、
両
浙
号
為
膏
腴
沃
衍
、
粒
米
充
羡
、
初
無
不
耕
之
土
、
而
較
之
旧
額
、
亦
虧
五
十
万
石
。
此
葢
税
籍

欺
隠
、
豪
強
巨
室
、
詭
名
挾
戸
、
多
端
以
害
之
也
。

と
あ
る
。
近
年
の
上
供
額
は
合
計
で
わ
ず
か
に
二
百
八
十
万
石
余
り
で
あ
り
、
上
供
の
定
額
を
充
足
で
き
な
い
原
因
と
し
て
、
当
時
金
と

の
間
に
和
議
が
成
立
し
、
戦
争
は
終
結
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
淮
南（

（3
（

・
湖
北
路
で
は
戦
乱
に
よ
る
荒
廃
の
た
め
、
秋
苗
米
の
徴
収

が
減
免
さ
れ
た
こ
と
、
両
浙
路
で
は
有
力
者
に
よ
る
税
籍
上
の
不
正
や
詭
名
挾
戸
等
に
よ
り
、
秋
苗
米
の
徴
収
が
減
少
し
て
い
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
史
料
で
は
、
両
浙
路
の
上
供
額
は
旧
額
、
即
ち
南
宋
初
期
に
設
定
さ
れ
た
定
額
に
比
べ
て
五
十
万
石
を
欠

く
と
い
う
か
ら
、
百
万
石
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
両
浙
路
の
上
供
米
は
全
額
臨
安
へ
送
ら
れ
た
と
見
ら
れ
、
そ
れ
に
他
路
か
ら
の
上
供

米
も
加
わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
百
万
石
＋
α
の
米
が
臨
安
に
届
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
後
『
要
録
』
巻
一
五
八
、
紹
興
十
八
年
閏
八
月
甲
子
条
に
「
浙
江
荊
湖
の
上
供
米
綱
、
才
か
に
三
百
万
石
」
と
あ
り
、
上
供
米

の
総
額
は
三
百
万
石
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
紹
興
十
三
年
か
ら
五
年
を
経
て
も
、
上
供
額
は
全
体
と
し
て
ほ
と
ん
ど
増
加
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
臨
安
へ
運
ば
れ
る
上
供
米
の
額
も
、
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
臨
安

で
は
上
・
中
・
下
界
の
省
倉
に
お
け
る
和
糴
の
額
が
定
め
ら
れ
、
毎
年
計
三
十
五
万
五
千
（
三
十
六
万
）
石
と
さ
れ
た（

（3
（

。
ま
た
臨
安
・

平
江
府
の
戸
部
和
糴
場
で
、
年
間
各
二
十
万
石
を
和
糴
す
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
た
。
従
っ
て
省
倉
と
戸
部
和
糴
場
で
、
年
間
あ
わ
せ
て

七
十
五
万
五
千
（
七
十
六
万
）
石
が
和
糴
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
宋
金
和
議
の
締
結
と
と
も
に
、
臨
安
は
南
宋
の
事
実
上
の

都
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
、
和
議
締
結
の
前
後
か
ら
官
庁
等
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
官
僚
の
数
も
増
加
し
て
い
た
と

見
ら
れ
る
。
ま
た
禁
軍
で
あ
る
三
衙
の
増
強
も
行
わ
れ
て
い
た（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
臨
安
で
は
俸
給
米
・
軍
糧
米
の
支
給
を
受
け
る
官
僚
・
兵

士
の
数
が
増
大
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
送
ら
れ
て
く
る
上
供
米
の
額
が
増
大
せ
ず
、
不
足
が
痛
感
さ
れ
た
た
め
、
補
填
の
た
め
に
和
糴



五
七

南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立

の
制
度
が
整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

因
み
に
紹
興
十
八
年
閏
八
月
以
降
、
総
領
所
に
お
い
て
も
、
送
付
さ
れ
て
来
る
上
供
米
の
不
足
を
補
填
す
る
た
め
、
毎
年
和
糴
が
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
額
は
淮
東
・
湖
北
総
領
所
各
十
五
万
石
、
淮
西
総
領
所
十
六
万
五
千
石
、
計
四
十
六
万
五
千
石
で
あ
る（

（3
（

。

戸
部
和
糴
場
・
省
倉
・
三
総
領
所
に
お
け
る
和
糴
額
は
、
年
間
計
百
二
十
二
万
（
百
二
十
二
万
五
千
）
石
と
な
る
。

　

紹
興
二
十
八
年
～
二
十
九
年
に
な
る
と
、
戸
部
の
上
言
に
よ
り
定
額
が
切
り
下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
複
数
の
記
事
が
目

睹
さ
れ
、『
中
興
小
記
』
巻
三
八
、
紹
興
二
十
八
年
九
月
壬
申
条
に
よ
れ
ば
、
戸
部
は
上
供
米
の
定
額
を
両
浙
路
八
十
五
万
石
、
江
東
路

八
十
五
万
石
、
江
西
路
九
十
七
万
石
、
湖
南
路
五
十
五
万
石
、
湖
北
路
三
十
五
万
石
、
計
三
百
五
十
二
万
石
に
改
め
る
よ
う
上
言
し
て
い

る
。
一
方
『
要
録
』
巻
一
八
三
、
紹
興
二
十
九
年
八
月
甲
戌
条
で
は
、
両
浙
・
江
東
・
江
西
・
湖
南
路
の
上
供
額
は
『
中
興
小
記
』
の
記

事
と
同
じ
で
あ
る
が
、
湖
北
路
の
上
供
額
が
十
万
石
と
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
合
計
は
三
百
三
十
二
万
石
で
あ
る
。

　

ま
た
『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
集
巻
一
五
「
財
賦
二
・
東
南
軍
儲
」
に
は
、『
中
興
小
記
』・『
要
録
』
と
異
な
る
数
字
が
並
ん
で
い

る
。
即
ち

　
　
〔
紹
興
〕
二
十
八
年
秋
、
戸
部
遂
請
二
浙
・
江
湖
米
、
権
以
見
発
三
百
六
十
七
万
斛
為
準
数
。
従
之
（
割
注
：
比
祖
額
、
二
浙
欠

三
十
万
、
江
東
三
十
万
、
江
西
六
万
、
湖
南
十
万
、
湖
北
二
十
五
万
。
九
月
壬
申
降
旨
）。
時
二
浙
以
三
十
五
万
斛
折
銭
。
蓋
綱
米

及
糴
場
歲
收
四
百
五
十
二
万
斛
也
。

と
あ
り
、
紹
興
二
十
八
年
九
月
、
戸
部
が
現
在
の
上
供
額
で
あ
る
三
百
六
十
七
万
斛
（
石
）
を
定
額
と
す
る
よ
う
奏
請
し
て
裁
可
さ
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
、
割
注
に
見
え
る
各
路
の
上
供
額
は
各
々
祖
額
、
即
ち
南
宋
初
期
の
定
額
と
比
べ
て
両
浙
路
三
十
万
石
、
江
東
路
三
十
万

石
、
江
西
路
六
万
石
、
湖
南
路
十
万
石
、
湖
北
路
は
二
十
五
万
石
を
欠
く
と
い
う
。
従
っ
て
改
定
後
の
上
供
定
額
は
、
両
浙
路
百
二
十
万

石
、
江
東
路
六
十
三
万
石
、
江
西
路
百
二
十
万
石
、
湖
南
路
五
十
五
万
石
、
湖
北
路
十
万
石
と
な
り
、
合
計
は
三
百
六
十
八
万
石
と
な
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る
。
し
か
し
そ
の
後
文
に
両
浙
路
は
三
十
五
万
斛
（
石
）
を
銭
に
折
す
と
あ
る
か
ら
、
両
浙
路
の
実
際
の
上
供
額
は
、
百
二
十
万
か
ら

三
十
五
万
石
を
差
し
引
い
た
八
十
五
万
石
と
な
り
、
合
計
額
も
三
百
三
十
三
万
石
に
減
少
す
る
。
こ
の
額
は
『
要
録
』
の
記
事
に
見
え
る

額
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　

上
述
の
如
く
、
上
供
定
額
の
改
定
が
行
わ
れ
た
時
期
及
び
改
定
さ
れ
た
額
に
関
し
て
、
三
史
料
の
記
事
に
は
微
妙
な
食
い
違
い
が
あ

り
、
そ
れ
ら
を
今
の
と
こ
ろ
整
合
的
に
解
消
で
き
な
い
が
、
新
た
に
設
定
さ
れ
た
定
額
が
、
合
計
で
は
南
宋
初
期
の
定
額
よ
り
百
万
石
以

上
も
減
額
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
の
額
は
当
時
の
実
際
の
上
供
額
に
基
づ
い
た
額
で
あ
る
と
と
も
に
、
省
倉
・
戸
部
和
糴

場
で
の
和
糴
に
よ
る
補
填
を
前
提
と
し
た
額
な
の
で
あ
ろ
う
。『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
の
記
事
末
尾
に
は
「
蓋
し
綱
米
及
び
糴
場
の
歲

收
、
四
百
五
十
二
万
斛
な
り
」
と
あ
り
、
綱
米
即
ち
上
供
米
と
和
糴
場
の
年
間
の
和
糴
額
（
こ
こ
で
い
う
糴
場
の
歳
収
と
は
戸
部
和
糴
場

の
他
、
省
倉
・
総
領
所
に
お
け
る
和
糴
額
を
も
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
）
を
合
わ
せ
れ
ば
四
百
五
十
二
万
石
に
な
る
と
見
え
て
い
る
。

こ
れ
は
南
宋
初
期
に
設
定
さ
れ
た
定
額
四
百
六
十
九
万
石
に
近
い
額
で
あ
り
、
四
百
五
十
二
万
石
か
ら
上
供
額
の
三
百
三
十
三
万
石
を
差

し
引
け
ば
百
十
九
万
石
と
な
り
、
戸
部
和
糴
場
・
省
倉
・
総
領
所
に
お
け
る
年
間
の
和
糴
額
百
二
十
二
万
（
百
二
十
二
万
五
千
）
石
と
ほ

ぼ
等
し
い（

（3
（

。
金
と
の
和
議
が
締
結
さ
れ
、
戦
乱
が
終
息
し
て
十
年
以
上
が
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
供
米
の
額
は
伸
び
悩
み
、
定

額
を
充
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
政
府
は
実
際
の
上
供
額
に
合
わ
せ
て
定
額
を
切
り
下
げ
、
戸
部
和
糴
場
・
省
倉
に
お
け
る

和
糴
で
補
填
す
る
こ
と
に
よ
り
、
南
宋
初
期
の
定
額
四
百
六
十
九
万
石
に
近
づ
け
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
両
浙
路
の
上
供
額

は
、
三
史
料
と
も
に
八
十
五
万
石
で
あ
る
。
両
浙
路
の
上
供
米
は
全
額
臨
安
へ
送
ら
れ
た
筈
で
あ
り
、
そ
れ
に
他
路
か
ら
の
上
供
米
が
加

わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
臨
安
へ
送
達
さ
れ
る
上
供
米
は
八
十
五
万
石
＋
α
に
な
り
、
紹
興
十
三
年
と
大
差
な
か
っ
た
こ
と
に
な

る
。

　

紹
興
三
十
年
に
は
、
臨
安
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
の
発
送
地
・
定
額
が
確
定
し
た
。『
要
録
』
巻
一
八
四
、
同
年
正
月
癸
卯
条
に
は
臨
安



五
九

南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立

を
は
じ
め
と
す
る
上
供
米
の
送
付
先
・
発
送
地
、
送
付
先
毎
の
定
額
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

行
在
：　
　
　
　
　
　
　
　

	

両
浙
、
建
康
府
・
太
平
州
・
宣
州
（
江
東
路
）
よ
り
百
十
二
万
石
を
送
付

鎮
江
府
（
両
浙
路
）
大
軍
：　

	

池
州
・
宣
州
・
太
平
州
（
江
東
路
）、
洪
州
・
江
州
・
臨
江
軍
・
興
国
軍
・
南
康
軍
・
広
徳
軍
（
江
西

路
）
よ
り
六
十
万
石
を
送
付

建
康
府
（
江
東
路
）
大
軍
：　
　

吉
州
・
撫
州
・
建
昌
軍
（
江
西
路
）、
饒
州
（
江
東
路
）
よ
り
五
十
五
万
石
を
送
付

池
州
（
江
東
路
）
大
軍
：　
　
　

吉
州
・
撫
州
・
南
安
軍
（
江
西
路
）
よ
り
十
四
万
四
千
石
を
送
付

宣
州
（
江
東
路
）
殿
前
司
牧
馬
：
宣
州
（
江
東
路
）
よ
り
三
万
石
を
送
付

鄂
州
（
湖
北
路
）
大
軍
：　
　

	

鄂
州
（
湖
北
路
）、
永
州
・
全
州
・
郴
州
・
邵
州
・
道
州
・
衡
州
・
潭
州
・
鼎
州
（
湖
南
路
）
よ
り

四
十
五
万
石
を
送
付

荊
南
府
（
京
西
路
）
大
軍
：　

	

徳
安
府
・
荊
南
府
・
澧
州
・
純
州
・
復
州
・
荊
門
軍
・
漢
陽
軍
（
湖
北
路
）、
潭
州
（
湖
南
路
）
よ
り

九
万
六
千
石
を
送
付

　

右
に
よ
れ
ば
、
両
浙
路
及
び
江
東
路
の
建
康
府
・
太
平
州
・
宣
州
の
上
供
米
百
十
二
万
石
が
毎
年
臨
安
へ
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
両
浙
路
に
お
い
て
上
供
米
を
発
送
し
た
府
州
軍
の
名
を
具
体
的
に
挙
げ
る
な
ら
、
浙
西
で
は
湖
州
・
常
州
・
秀
州
・
鎮
江
府
・

平
江
府
・
江
陰
軍
、
浙
東
で
は
明
州
・
衢
州
・
婺
州
・
厳
州
・
紹
興
府
と
見
ら
れ
る（

（3
（

。
臨
安
以
外
で
は
、
長
江
沿
岸
の
鎮
江
府
・
建
康

府
・
池
州
・
宣
州
・
鄂
州
・
荊
南
府
の
大
軍
（
行
営
護
軍
が
改
編
さ
れ
た
駐
箚
御
前
軍
と
三
衙
の
総
称（

（4
（

）
の
も
と
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
の

発
送
地
・
定
額
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
発
送
地
に
は
江
東
・
江
西
・
湖
北
・
湖
南
路
の
府
州
軍
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
紹
興
三
十
年
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五
月
に
は
江
西
路
の
江
州
に
も
大
軍
が
新
設
さ
れ
、
六
月
に
は
同
路
（
具
体
的
な
府
州
軍
名
は
不
明
）
か
ら
上
供
米
六
万
石
が
送
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た（

（4
（

。
金
の
海
陵
王
が
南
伐
を
企
て
て
い
る
と
の
情
報
は
、
つ
と
に
紹
興
二
十
六
年
に
は
宋
側
へ
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の

後
二
十
九
年
に
な
る
と
宋
金
関
係
は
緊
迫
の
度
を
高
め
、
両
国
共
に
国
境
地
帯
で
軍
備
を
増
強
し
て
い
る（

（4
（

。
南
宋
政
府
は
金
と
の
戦
争
に

備
え
、
軍
糧
米
の
調
達
・
輸
送
制
度
を
よ
り
整
備
す
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
上
供
額
や
輸
送
の
状
況
を
踏
ま
え
、
上
供
米
の
送
付
先
・
発

送
地
及
び
送
付
先
毎
の
額
を
確
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
右
の
上
供
米
の
合
計
は
三
百
五
万
石
（
二
百
九
十
九
万
石
＋
六
万
石
）
と

な
り
、
紹
興
二
十
八
年
～
二
十
九
年
に
改
定
さ
れ
た
上
供
米
の
定
額
よ
り
も
さ
ら
に
減
額
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
定
か
に
な
ら
な
い

が
、
或
い
は
よ
り
現
実
の
上
供
額
に
近
づ
け
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

臨
安
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
の
発
送
地
・
定
額
は
、
こ
の
後
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
見
ら
れ（

（4
（

、
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
は

こ
こ
に
至
っ
て
一
応
成
立
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
上
供
米
の
合
計
額
三
百
五
万
石
の
う
ち
、
臨
安
へ
送
ら
れ
る
の
は
半
分

以
下
の
百
十
二
万
石
に
過
ぎ
ず
、
残
り
は
国
境
地
帯
に
駐
屯
す
る
軍
隊
の
軍
糧
米
に
充
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
南
宋
時
代
の
国
境
地
帯
に

お
け
る
、
軍
糧
米
に
対
す
る
需
要
の
大
き
さ
が
知
ら
れ
よ
う
。
因
み
に
上
供
米
の
う
ち
、
鎮
江
府
・
宣
州
へ
送
ら
れ
る
も
の
は
淮
東
総
領

所
の
、
建
康
・
池
州
・
江
州
へ
送
ら
れ
る
も
の
は
淮
西
総
領
所
の
、
鄂
州
・
荊
南
府
へ
送
ら
れ
る
も
の
は
湖
広
総
領
所
の
管
下
に
置
か
れ

た
。
臨
安
は
両
浙
・
江
東
路
、
淮
東
・
淮
西
総
領
所
は
江
東
・
江
西
路
、
湖
広
総
領
所
は
湖
北
・
湖
南
路
か
ら
各
々
上
供
米
を
調
達
・
輸

送
し
て
お
り
、
総
領
所
に
よ
る
上
供
米
の
調
達
・
輸
送
に
関
す
る
地
域
割
り
シ
ス
テ
ム
を
具
体
的
に
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
鎮
江

府
・
建
康
府
・
池
州
・
宣
州
・
江
州
・
鄂
州
・
荊
南
府
へ
送
ら
れ
た
上
供
米
は
、
各
総
領
所
に
よ
っ
て
長
江
南
岸
及
び
江
北
に
駐
屯
す
る

軍
隊
に
軍
糧
米
と
し
て
支
給
さ
れ
た
の
で
あ
る
。



六
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南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立

　

お　

わ　

り　

に

　

南
宋
時
代
に
入
る
と
、
上
供
米
の
定
額
は
北
宋
時
代
の
六
百
万
石
か
ら
減
額
さ
れ
、
四
百
六
十
九
万
石
と
な
っ
た
。
し
か
し
戦
乱
の
影

響
で
各
路
が
発
送
す
る
上
供
米
の
額
が
減
少
し
た
こ
と
に
加
え
、
そ
の
多
く
は
開
封
や
金
と
の
国
境
地
帯
に
駐
屯
す
る
軍
隊
の
も
と
へ
輸

送
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
南
宋
初
期
に
お
い
て
、
実
際
に
行
在
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
の
額
は
、
定
額
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
た
と
見
ら
れ

る
。
紹
興
二
年
（
一
一
三
二
）
正
月
に
高
宗
が
臨
安
へ
移
住
し
、
居
住
が
長
期
化
す
る
と
、
上
供
米
を
確
保
す
る
た
め
、
北
宋
時
代
か
ら

の
実
績
を
も
踏
ま
え
、
両
浙
路
、
特
に
浙
西
か
ら
臨
安
へ
の
漕
運
制
度
が
整
備
さ
れ
、
上
供
米
が
輸
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
高
宗
移
住
後
の
臨
安
で
は
、
上
供
米
の
収
納
制
度
が
整
備
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
上
供
米
の
省
倉
へ
の
収
納
を
管
轄
す
る
司
農

寺
が
復
置
さ
れ
、
組
織
の
整
備
が
進
ん
だ
他
、
付
属
機
関
と
し
て
上
供
米
の
荷
下
ろ
し
や
欠
損
・
品
質
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
排
岸
司
が
設
置

さ
れ
た
。
省
倉
も
制
度
的
に
整
備
さ
れ
た
。

　

紹
興
十
一
年
に
金
と
和
議
が
締
ば
れ
、
戦
乱
が
終
息
し
た
後
も
、
上
供
米
の
額
は
定
額
を
下
回
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
、
臨
安
へ
送
ら
れ

る
上
供
米
の
不
足
を
補
填
す
る
た
め
、
平
江
府
・
臨
安
に
戸
部
和
糴
場
が
置
か
れ
た
他
、
臨
安
の
省
倉
に
お
い
て
も
和
糴
が
実
施
さ
れ

た
。
上
供
米
の
具
体
的
な
額
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
紹
興
十
三
年
以
降
で
あ
り
、
全
体
で
二
百
八
十
万
～
三
百
万
石
程
度
と
定
額
割
れ
し

て
い
た
。
臨
安
へ
は
そ
の
う
ち
百
万
石
＋
α
が
送
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
紹
興
十
八
年
に
は
上
供
額
の
不
足
を
補
填
す
る
た
め
和

糴
の
制
度
が
整
備
さ
れ
、
戸
部
和
糴
場
・
省
倉
と
で
年
間
七
十
五
万
五
千
（
七
十
六
万
）
石
、
総
領
所
で
は
計
四
十
六
万
五
千
石
が
定
額

と
さ
れ
た
。

　

上
供
米
の
定
額
は
、
紹
興
二
十
八
年
～
三
十
年
に
か
け
て
、
三
百
三
十
三
万
（
三
百
三
十
二
万
）
石
か
ら
三
百
五
万
石
へ
と
切
り
下

げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
現
実
の
上
供
額
に
合
わ
せ
て
定
額
を
改
定
し
、
戸
部
和
糴
場
・
省
倉
で
の
和
糴
と
ト
ー
タ
ル
で
南
宋
初
期
の
定
額
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二

四
百
六
十
九
万
石
に
近
づ
け
よ
う
と
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
紹
興
三
十
年
に
は
臨
安
を
は
じ
め
と
す
る
上
供
米
の
送
付
先
・
発

送
地
及
び
送
付
先
毎
の
上
供
額
が
確
定
さ
れ
、
臨
安
へ
は
両
浙
路
及
び
江
東
路
の
一
部
か
ら
、
年
間
百
十
二
万
石
が
送
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
は
、
こ
こ
に
至
っ
て
一
応
の
成
立
を
見
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
臨
安
へ
送
ら
れ
る
以
外
の
上

供
米
は
国
境
地
帯
の
軍
糧
米
に
充
て
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
上
供
米
制
度
の
成
立
過
程
を
通
観
す
る
と
、
南
宋
時
代
初
期
か
ら
国
境
地
帯
の

軍
需
が
い
か
に
大
き
く
、
臨
安
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
た
か
が
知
ら
れ
よ
う
。

　

さ
て
本
稿
で
述
べ
た
如
く
、
臨
安
へ
の
上
供
米
百
十
二
万
石
に
、
臨
安
・
平
江
府
の
和
糴
場
、
省
倉
で
和
糴
さ
れ
る
米
計

七
十
五
万
五
千
（
七
十
六
万
）
石
を
加
え
た
も
の
が
、
臨
安
に
お
い
て
俸
給
米
・
軍
糧
米
支
払
い
に
充
て
ら
れ
る
米
の
額
で
あ
っ
た
。
一

方
、
臨
安
に
お
い
て
、
俸
給
米
・
軍
糧
米
と
し
て
毎
年
支
払
わ
れ
る
米
の
額
は
、
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
～
六
二
）
で
は
百
十
二
万
～

百
五
十
万
石
程
度
で
あ
っ
た（

（4
（

。
即
ち
上
供
米
の
定
額
を
上
回
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
俸
給
米
・
軍
糧
米
を
滞
り
な
く
支
払
う
た
め

に
は
、
和
糴
に
よ
る
補
填
が
不
可
欠
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
俸
給
米
・
軍
糧
米
の
支
出
額
が
百
二
十
万
～
百
五
十
万
石
の
範
囲
に

お
さ
ま
っ
て
お
り
、
且
つ
上
供
米
・
和
糴
米
が
各
々
定
額
を
充
足
し
て
い
れ
ば
、
支
払
い
に
問
題
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
し
か
し
現
実

に
お
い
て
は
、
臨
安
へ
運
ば
れ
る
上
供
米
が
定
額
を
下
回
る
と
い
う
事
態
が
し
ば
し
ば
起
こ
っ
て
お
り
、
ま
た
乾
道
年
間
（
一
一
六
五
～

七
三
）
以
降
に
は
俸
給
米
・
軍
糧
米
の
支
出
額
が
百
七
十
万
～
百
八
十
万
石
、
時
に
は
二
百
万
石
を
超
え
る
こ
と
も
あ
っ
た（

（4
（

。
即
ち
上
供

米
・
和
糴
米
が
定
額
を
充
足
し
て
い
て
も
、
俸
給
米
・
軍
糧
米
の
支
払
い
に
不
足
を
き
た
す
ケ
ー
ス
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
上
供
米

の
欠
額
と
そ
の
原
因
、
政
府
の
不
足
補
填
策
等
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
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三

南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立

　
　

註

（
１
）　

島
居
一
康
「
南
宋
の
上
供
米
と
両
税
米
」（『
東
洋
史
研
究
』
五
一
―
四
、
一
九
九
三
年
、
後
『
宋
代
税
政
史
研
究
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
に
再

録
）。

（
２
）　

総
領
所
に
関
す
る
総
括
的
な
研
究
と
し
て
内
河
久
平
「
南
宋
総
領
所
考

―
南
宋
政
権
と
地
方
武
将
と
の
勢
力
関
係
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
史
潮
』

七
八
・
七
九
、
一
九
六
二
年
）、
川
上
恭
司
「
南
宋
の
総
領
所
に
つ
い
て
」（『
待
兼
山
論
叢
』
史
学
篇
一
二
、
一
九
七
八
年
）、
張
星
久
「
関
于
南
宋
戸
部
与

総
領
所
的
関
係

―
宋
代
財
政
体
制
初
探

―
」（『
中
国
史
研
究
』
一
九
八
七
年
―
四
）、
雷
家
聖
『
聚
斂
謀
国

―
南
宋
総
領
所
研
究

―
』（
万
巻
楼
図

書
股
份
有
限
公
司
、
二
〇
一
三
年
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
３
）　

代
表
的
な
研
究
と
し
て
汪
聖
鐸
『
両
宋
財
政
史
』
上
下
（
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
）、
包
偉
民
『
宋
代
地
方
財
政
史
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
一
年
）、
黄
純
艶
『
宋
代
財
政
史
』（
雲
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）、
橋
本
紘
治
「
南
宋
に
お
け
る
漕
運
の
特
殊
性
に
つ
い
て

―
北
辺
の
軍

糧
調
達
に
お
け
る
漕
運
の
役
割

―
」（『
青
山
博
士
古
稀
記
念
宋
代
史
論
叢
』、
省
心
書
房
、
一
九
七
四
年
）
を
挙
げ
て
お
く
。

（
４
）　

両
浙
路
は
南
宋
時
代
に
入
る
と
浙
西
路
・
浙
東
路
に
分
か
れ
た
が
、
南
宋
時
代
の
諸
史
料
を
通
観
す
る
と
、
上
供
米
の
発
送
地
と
し
て
は
浙
西
路
・
浙
東

路
を
合
わ
せ
て
両
浙
路
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
も
上
供
米
の
発
送
地
を
指
す
場
合
に
は
両
浙
路
と
表
記
す
る
。
路
制
に
関
し
て

は
曹
尓
琴
「
宋
代
行
政
区
劃
的
設
置
与
分
布
」（『
中
国
歴
史
地
理
論
叢
』
一
九
九
二
年
―
三
）、
李
其
旻
「
宋
朝
路
制
浅
析
」（『
斉
鲁
学
刊
』
一
九
九
二
年

―
四
）
等
を
参
照
し
た
。

（
５
）　

北
宋
・
南
宋
時
代
の
上
供
米
の
定
額
に
つ
い
て
は
註
（
１
）
島
居
論
文
の
他
、
同
「
宋
代
上
供
米
と
均
輸
法
」（『
宋
代
史
研
究
会
研
究
報
告
第
三
集　

宋

代
の
政
治
と
社
会
』、
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
、
後
『
宋
代
税
政
史
研
究
』
に
再
録
）、
斯
波
義
信
「
長
江
下
流
域
の
市
糴
問
題
」（『
宋
代
江
南
経
済
史
の

研
究
』、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
八
八
年
）
等
に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）　

高
宗
が
江
南
を
移
動
す
る
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
南
宋
初
期
の
巡
幸
論
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
人
文
学
科
編
』
一
五
、
二
〇
〇
三
年
）
に
お

い
て
検
討
し
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）　

東
京
留
守
軍
に
つ
い
て
は
王
曽
瑜
『
宋
朝
兵
制
初
探
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）、
一
二
七
～
一
三
三
頁
に
よ
る
。

（
８
）　

御
前
軍
・
神
武
軍
・
行
営
護
軍
と
そ
の
司
令
官
、
三
衙
等
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
先
行
研
究
と
し
て
は
同
右
王
著
書
の
他
、
山
内
一
博
「
南
宋
建
国
期
の
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武
将
勢
力
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
特
に
張
・
韓
・
劉
・
岳
の
四
武
将
を
中
心
と
し
て

―
」（『
東
洋
学
報
』
三
八
―
三
、
一
九
五
五
年
）、
小
岩
井
弘
光

「
南
宋
初
期
軍
制
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
集
刊
東
洋
学
』
二
八
、
一
九
七
二
年
、
後
『
宋
代
兵
制
史
の
研
究
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
に
再
録
）、
余

蔚
「
論
南
宋
宣
撫
使
和
制
置
使
制
度
」（『
中
華
文
史
論
叢
』
八
五
、
二
〇
〇
七
年
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
９
）　

鎮
撫
使
に
関
す
る
論
考
と
し
て
山
内
一
博
「
南
宋
鎮
撫
使
考
」（『
史
淵
』
六
四
、
一
九
五
五
年
）、
熊
燕
軍
「
南
宋
高
宗
年
間
鎮
撫
司
研
究
」（『
韓
山
師

範
学
院
学
報
』
三
二
―
二
、
二
〇
一
一
年
）
が
あ
る
。

（
10
）　

高
宗
は
建
炎
四
年
四
月
か
ら
紹
興
二
年
正
月
ま
で
紹
興
府
に
滞
在
し
て
お
り
、
そ
の
間
紹
興
府
は
行
在
と
な
っ
た
（
註
（
６
）
拙
稿
、
五
七
～
六
〇
頁
）。

（
11
）　

臨
安
が
南
宋
の
事
実
上
の
都
と
し
て
建
設
・
整
備
さ
れ
て
い
く
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
南
宋
の
国
都
臨
安
の
建
設

―
紹
興
年
間
を
中
心
と
し

て

―
」（『
宋
代
史
研
究
会
研
究
報
告
第
八
集　

宋
代
の
長
江
流
域

―
社
会
経
済
史
の
視
点
か
ら

―
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。

（
12
）　

上
供
米
の
額
を
減
少
さ
せ
た
根
本
的
な
原
因
は
、
や
は
り
戦
乱
に
伴
う
生
産
の
低
下
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
、
浙
西
の
平
江
府
で
は
南

宋
初
期
、
耕
作
者
が
逃
亡
し
て
い
な
く
な
っ
た
田
土
が
大
量
に
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
租
米
四
万
三
千
斛
が
失
わ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
陥
敵

の
民
」、
即
ち
対
金
戦
争
に
お
い
て
命
を
落
と
し
た
り
捕
虜
と
な
っ
た
り
し
た
人
々
の
棄
田
が
、
三
万
六
千
余
畝
に
及
ん
だ
と
い
う
（『
要
録
』
巻
六
四
、
紹

興
三
年
四
月
丁
未
条
）。
こ
の
よ
う
な
生
産
の
低
下
は
、
上
供
額
の
減
額
を
も
た
ら
し
た
筈
で
あ
る
。

（
13
）　

張
浚
・
劉
光
世
・
李
綱
の
官
職
名
は
、
拙
稿
「
南
宋
初
期
の
川
陝
地
方
に
お
け
る
宣
撫
処
置
使
・
宣
撫
使
に
つ
い
て
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
人
文

学
科
編
』
一
三
、
二
〇
〇
二
年
）、
註
（
８
）
山
内
論
文
、
五
一
頁
、『
宋
史
』
巻
三
五
九
李
綱
伝
、
巻
三
六
九
劉
光
世
伝
等
、『
要
録
』
巻
五
一
、
紹
興
二

年
正
月
庚
午
条
、
巻
五
三
、
紹
興
二
年
四
月
丙
午
条
、
巻
五
四
、
紹
興
二
年
五
月
丁
丑
条
等
に
よ
る
。

（
14
）　

劉
光
世
・
韓
世
忠
の
官
職
名
は
同
右
山
内
論
文
、
五
一
頁
、『
宋
史
』
巻
三
六
九
劉
光
世
伝
、『
宋
史
』
巻
三
六
四
韓
世
忠
伝
、『
要
録
』
巻
五
七
、
紹
興

二
年
八
月
癸
卯
条
、
巻
六
一
、
紹
興
二
年
十
二
月
戊
戌
条
等
に
よ
る
。

（
15
）　

張
守
の
こ
の
上
奏
は
『
要
録
』
巻
八
七
、
紹
興
五
年
三
月
癸
卯
条
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
当
時
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）　

李
綱
の
こ
の
上
奏
も
『
要
録
』
巻
八
七
、
紹
興
五
年
三
月
癸
卯
条
に
見
え
て
お
り
、
や
は
り
そ
の
当
時
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
17
）　

南
宋
に
入
っ
た
時
点
で
は
、
北
宋
時
代
か
ら
続
い
て
発
運
司
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
転
運
司
を
管
下
に
置
き
つ
つ
行
在
へ
の
米
を
含
む
上
供
銭
物
の
輸
送
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南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立

を
統
轄
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
地
域
割
り
に
よ
る
上
供
銭
物
の
調
達
・
輸
送
シ
ス
テ
ム
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
発
運
司
は
紹
興
二
年
三
月
、
輸
送
の

成
果
を
挙
げ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
費
が
か
か
り
過
ぎ
る
と
し
て
、
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
紹
興
二
年
十
月
、
発
運
司
に
代
わ
っ
て
都
転

運
司
が
設
置
さ
れ
、
上
供
を
統
轄
し
た
が
、
や
は
り
費
用
の
問
題
等
か
ら
翌
三
年
八
月
に
は
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
、
上
供
銭
物
の
臨
安
へ
の
輸
送
は
両

浙
転
運
司
が
担
当
す
る
と
と
も
に
、
紹
興
三
年
正
月
以
降
、
泗
州
・
建
康
・
鎮
江
・
鄂
州
に
総
領
官
が
設
置
さ
れ
、
転
運
司
を
管
下
に
置
き
、
地
域
毎
に
国

境
地
帯
へ
の
上
供
銭
物
の
調
達
・
輸
送
を
分
担
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
総
領
官
が
制
度
的
に
整
備
さ
れ
、
総
領
所
へ
と
発
展
し
て
い
く
の
で
あ

る
。
総
領
所
及
び
総
領
所
を
中
心
と
し
た
上
供
銭
物
の
調
達
・
輸
送
体
制
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
註
（
２
）
掲
載
の
諸
研
究
に
お
い
て
も
一
応
言
及
は

な
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
に
関
し
て
は
な
お
も
不
明
な
点
が
多
く
、
別
の
機
会
に
検
討
を
加
え
る
心
算
で
あ
る
。

（
18
）　

蘇
軾
の
知
杭
州
在
任
期
間
は
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
四
六
「
秩
官
」
に
よ
る
。

（
19
）　
『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
―
二
〇
「
宋
漕
運
」、
紹
興
五
年
三
月
十
五
日
条
。

（
20
）　

以
上
、
北
宋
時
代
の
漕
運
に
つ
い
て
は
青
山
定
雄
『
唐
宋
時
代
の
交
通
と
地
誌
地
図
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
）、
星
斌
夫
『
大
運
河

―

中
国
の
漕
運

―
』（
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
一
年
）
等
を
参
照
し
た
。
南
宋
時
代
の
漕
運
に
関
す
る
専
論
と
し
て
は
註
（
３
）
橋
本
論
文
が
挙
げ
ら
れ
、

他
に
大
崎
富
士
夫
「
宋
代
に
お
け
る
漕
運
運
営
形
態
の
変
革

―
客
船
の
起
用
を
中
心
と
し
て

―
」（『
史
学
研
究
』
一
〇
、
一
九
五
二
年
）、
陳
峰
「
宋

代
漕
運
管
理
機
構
述
論
」（『
西
北
大
学
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版
、
一
九
九
二
年
―
四
）、
王
雲
裳
「
簡
述
宋
代
漕
運
中
押
綱
武
臣
与
船
卒
的
営
私
獲
利
活

動
」（『
寧
波
大
学
学
報
』
人
文
科
学
版
、
二
二
―
六
、
二
〇
〇
九
年
）
等
に
も
南
宋
時
代
の
漕
運
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。

（
21
）　
『
宋
会
要
』
食
貨
五
〇
―
一
六
「
船
」、
紹
興
五
年
閏
二
月
五
日
条
、
同
書
食
貨
四
三
―
二
〇
「
宋
漕
運
」、
紹
興
五
年
三
月
十
五
日
条
に
見
え
る
給
事
中

陳
与
義
の
上
奏
。

（
22
）　

な
お
客
船
を
和
雇
・
購
入
す
る
以
外
に
、
紹
興
四
～
五
年
に
か
け
て
、
両
浙
路
・
江
東
路
・
江
西
路
で
官
が
費
用
を
負
担
し
、
綱
船
を
建
造
す
る
と
い
う

こ
と
も
行
わ
れ
た
（『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
―
一
九
「
宋
漕
運
」、
紹
興
四
年
四
月
二
十
八
日
条
、『
要
録
』
巻
九
五
、
紹
興
五
年
十
一
月
乙
未
条
）。
恐
ら
く

両
浙
路
で
建
造
さ
れ
る
綱
船
は
、
同
路
か
ら
臨
安
へ
の
上
供
米
の
漕
運
に
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

（
23
）　
『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
―
四
「
宋
漕
運
」、
紹
興
二
十
八
年
七
月
三
日
条
。

（
24
）　

総
領
所
に
よ
る
上
供
米
の
調
達
・
輸
送
、
軍
隊
へ
の
支
給
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
註
（
２
）
掲
載
の
諸
研
究
の
他
、
例
え
ば
長
井
千
秋
「
淮
東
総
領
所
の
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財
政
運
営
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
一
―
七
、
一
九
九
二
年
）、
同
「
南
宋
の
補
給
体
制
試
論
」（『
愛
大
史
学
』
一
七
、
二
〇
〇
八
年
）
等
に
お
い
て
も
検
討

が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）　
『
宋
会
要
』
職
官
二
六
―
一
七
「
司
農
寺
」、
建
炎
三
年
四
月
十
三
日
条
、『
要
録
』
巻
二
二
、
建
炎
三
年
四
月
庚
申
条
。

（
26
）　
『
要
録
』
巻
六
九
、
紹
興
三
年
十
月
庚
戌
条
、『
宋
会
要
』
職
官
二
六
―
一
七
～
一
八
「
司
農
寺
」、
紹
興
三
年
十
二
月
九
日
条
。

（
27
）　
『
宋
会
要
』
職
官
二
六
―
一
八
～
一
九
「
司
農
寺
」、
紹
興
四
年
五
月
二
十
六
日
条
・
七
月
二
十
七
日
条
、
紹
興
七
年
七
月
二
十
五
日
条
、
紹
興
十
年
十
月

条
。

（
28
）　
『
宋
会
要
』
職
官
二
六
―
二
九
「
排
岸
司
」、
紹
興
三
年
十
一
月
五
日
条
。

（
29
）　
『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
―
四
「
宋
漕
運
」、
紹
興
二
十
三
年
六
月
十
八
日
条
、
紹
興
二
十
六
年
七
月
十
三
日
条
。

（
30
）　

以
上
、
省
倉
の
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
南
宋
臨
安
の
倉
庫
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
人
文
学
科
編
』
三
五
、
二
〇
一
三
年
）、
五
九

頁
に
よ
る
。

（
31
）　

以
上
、
省
倉
の
改
称
や
収
納
米
・
支
給
の
対
象
・
拡
張
等
に
つ
い
て
は
同
右
拙
稿
、
五
九
～
六
〇
頁
に
よ
る
。

（
32
）　

高
宗
が
臨
安
へ
移
住
し
た
の
は
紹
興
二
年
正
月
で
あ
る
が
、
翌
年
三
月
三
月
に
は
詔
に
よ
っ
て
省
倉
南
北
倉
の
監
官
が
管
幹
和
糴
の
官
名
を
付
帯
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
（『
宋
会
要
』
食
貨
六
二
―
一
三
「
京
諸
倉
」、
紹
興
三
年
三
月
二
十
五
日
条
）、
当
時
省
倉
で
和
糴
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

（
33
）　
『
要
録
』
巻
一
一
九
、
紹
興
八
年
四
月
庚
申
条
。

（
34
）　

本
稿
冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、
南
宋
時
代
に
入
る
と
淮
南
路
は
上
供
米
の
発
送
地
か
ら
除
外
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
何
故
そ
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
の
か

不
明
で
あ
り
、
疑
問
と
し
て
残
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
或
い
は
淮
南
は
湖
南
の
誤
記
か
も
し
れ
な
い
。

（
35
）　
『
要
録
』
巻
一
五
八
、
紹
興
十
八
年
閏
八
月
甲
子
条
、『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
集
巻
一
五
「
東
南
軍
儲
数
」、『
宋
会
要
』
食
貨
四
〇
―
二
七
「
市
糴
糧

草
」、
紹
興
十
八
年
閏
八
月
九
日
条
。
な
お
和
糴
額
の
合
計
に
つ
い
て
、『
要
録
』
に
は
三
十
五
万
五
千
石
（
各
省
倉
の
和
糴
額
は
不
明
）、『
建
炎
以
来
朝
野

雑
記
』・『
宋
会
要
』
に
は
三
十
六
万
石
（
省
倉
上
界
六
万
・
中
界
五
万
・
下
界
二
十
五
万
）
と
あ
り
、
現
時
点
で
は
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
判
断
で
き
な

い
。



六
七

南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立

（
36
）　

臨
安
の
建
設
・
整
備
の
状
況
に
つ
い
て
は
註
（
11
）
拙
稿
、
三
衙
の
増
強
に
関
し
て
は
拙
稿
「
南
宋
臨
安
の
三
衙
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
人
文
学

科
編
』
二
六
、
二
〇
〇
九
年
）、
六
三
～
六
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
37
）　

総
領
所
の
和
糴
額
は
『
要
録
』
巻
一
五
八
、
紹
興
十
八
年
閏
八
月
甲
子
条
、『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
集
巻
一
五
「
東
南
軍
儲
数
」
に
見
え
る
。

（
38
）　

紹
興
二
十
八
年
～
三
十
年
に
か
け
て
、
上
供
米
の
定
額
が
戸
部
和
糴
場
・
省
倉
・
総
領
所
に
お
け
る
和
糴
額
と
別
途
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
註
（
１
）

島
居
論
文
に
お
い
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
著
書
の
四
五
七
頁
）。

（
39
）　
『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
―
二
〇
「
宋
漕
運
」、
紹
興
五
年
三
月
十
五
日
条
、
食
貨
四
四
―
一
〇
「
宋
漕
運
」、
乾
道
四
年
三
月
二
十
四
日
条
。

（
40
）　

大
軍
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
は
註
（
８
）
小
岩
井
論
文
、
著
書
の
三
一
七
～
三
二
一
頁
に
よ
る
。

（
41
）　

註
（
１
）
島
居
論
文
、
著
書
の
四
五
七
・
四
七
八
頁
、『
要
録
』
巻
一
八
五
、
紹
興
三
十
年
五
月
乙
酉
条
、『
宋
史
』
巻
三
一
高
宗
本
紀
、
紹
興
三
十
年
六

月
辛
未
条
。

（
42
）　

草
野
靖
「
南
宋
行
在
会
子
の
発
展
」
上
（『
東
洋
学
報
』
四
九
―
一
、
一
九
六
六
年
）、
一
七
～
一
九
頁
。

（
43
）　

例
え
ば
上
供
米
の
発
送
地
が
路
内
で
変
更
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
起
こ
っ
て
い
る
。『
宋
会
要
』
職
官
二
六
―
二
一
「
司
農
寺
」、
慶
元
四
年
（
一
一
九
八
）

十
月
三
日
条
に
、
臨
安
へ
の
上
供
米
発
送
地
と
し
て
江
東
四
州
と
見
え
て
い
る
。『
要
録
』
巻
一
八
四
、
紹
興
三
十
年
正
月
癸
卯
条
の
記
事
で
は
、
江
東
路

か
ら
臨
安
へ
上
供
米
を
発
送
し
た
の
は
建
康
府
・
太
平
州
・
宣
州
で
あ
る
か
ら
、
紹
興
三
十
年
か
ら
慶
元
四
年
ま
で
の
間
に
、
江
東
路
に
お
け
る
上
供
米
の

発
送
地
は
変
更
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
44
）　

註
（
５
）
斯
波
論
文
、
二
四
七
・
二
四
九
頁
、『
要
録
』
巻
一
五
八
、
紹
興
十
八
年
九
月
丙
申
条
、
同
書
巻
一
八
四
、
紹
興
三
十
年
正
月
癸
卯
条
。

（
45
）　
『
歴
代
名
臣
奏
議
』
巻
二
七
一
「
理
財
」
所
載
の
司
農
卿
李
椿
の
上
奏
。
こ
の
上
奏
は
乾
道
～
淳
煕
年
間
（
一
一
六
五
～
八
九
）
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。


